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藤
竜
也

ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ

生
涯
功
労
賞

　

民
主
党
の
ジ
ョ
ー
・
バ
イ
デ

ン
大
統
領
（
81
）
が
21
日
に
11

月
の
大
統
領
選
か
ら
の
撤
退
を

表
明
、
米
国
の
各
メ
デ
ィ
ア
は

す
ぐ
さ
ま
報
じ
る
と
と
も
に
評

価
・
分
析
記
事
を
掲
載
し
た
。

　

リ
ベ
ラ
ル
系
だ
が
バ
イ
デ
ン

氏
の
撤
退
を
社
説
で
２
度
に
わ

た
り
訴
え
る
な
ど
「
バ
イ
デ
ン

降
ろ
し
」
を
先
導
し
て
き
た
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
は「
バ

イ
デ
ン
氏
は
勇
気
あ
る
撤
退
を

し
た
。
民
主
党
は
チ
ャ
ン
ス
を

つ
か
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
の
社
説
を
21
日
付
電
子
版
に

掲
載
。「
バ
イ
デ
ン
氏
は
ト
ラ

ン
プ
氏
が
決
し
て
や
ら
な
い
こ

と
を
成
し
遂
げ
た
。
自
身
の
プ

ラ
イ
ド
や
野
心
よ
り
も
国
益
を

優
先
し
た
の
だ
」
と
称
賛
し
、

撤
退
に
よ
り
「
ト
ラ
ン
プ
前
大

統
領
再
選
の
危
険
か
ら
民
主
党

が
米
国
を
守
る
可
能
性
を
大
き

く
高
め
て
い
る
」
と
期
待
を
示

す
。

　

一
方
、
保
守
系
の
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ

ュ
ー
ス
は
21
日
、
バ
イ
デ
ン
氏

が
撤
退
と
同
時
に
後
任
候
補

に
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
副
大
統

領
（
59
）
を
推
薦
し
た
こ
と
に

対
し
、「
も
は
や
一
般
の
有
権

者
は
民
主
党
の
大
統
領
選
指
名

候
補
者
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
指
摘
。
党
大
会
に
招
集

さ
れ
る
代
議
員
な
ど
「
数
千
人

の
エ
リ
ー
ト
た
ち
」
が
決
め
る

こ
と
に
な
り
、「
こ
れ
は
建
国

の
父
た
ち
が
築
き
上
げ
た
民
主

国
家
に
ふ
さ
わ
し
い
プ
ロ
セ
ス

で
は
な
い
」
と
批
判
し
た
。
ま

た
、
ハ
リ
ス
氏
の
資
質
を
疑
問

視
し
、
民
主
党
に
は
「
偉
大
な

米
国
を
率
い
る
人
物
は
誰
一
人

い
な
い
」
と
し
て
い
る
。

　

リ
ベ
ラ
ル
系
の
ワ
シ
ン
ト

ン
・
ポ
ス
ト
21
日
付
電
子
版
は
、

大
統
領
候
補
に
ハ
リ
ス
副
大
統

領
が
既
定
路
線
か
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、「
民

主
党
は
開
か
れ
た
プ
ロ
セ
ス
を

受
け
入
れ
る
べ
き
だ
」と
注
文
。

予
備
選
は
必
要
は
な
い
が
、
有

力
候
補
同
士
の
討
論
会
は
実
施

可
能
だ
と
訴
え
た
。
ハ
リ
ス
氏

が「
唯
一
の
選
択
肢
で
は
な
い
」

と
も
主
張
し
て
い
る
。
撤
退
し

た
バ
イ
デ
ン
大
統
領
に
対
し
て

は
、
ガ
ザ
の
紛
争
解
決
や
イ
ン

フ
レ
・
物
価
高
か
ら
の
脱
却
な

ど
、「
米
国
を
よ
り
良
い
状
態

に
す
る
こ
と
に
取
り
組
む
こ
と

で
選
挙
戦
を
助
け
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
主
張
し
た
。

　

リ
ベ
ラ
ル
系
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ
は
、

撤
退
表
明
が
あ
っ
て
数
分
後
に

ト
ラ
ン
プ
氏
が
「
ハ
リ
ス
氏
の

ほ
う
が
バ
イ
デ
ン
氏
よ
り
も
倒

し
や
す
い
」
と
電
話
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
述
べ
た
と
伝
え
た
。
一

方
で
保
守
系
の
ウ
ォ
ー
ル
・
ス

ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
21
日

付
電
子
版
は
、「
撤
退
は
必
ず

し
も
共
和
党
に
有
利
と
は
言
え

な
い
」
と
分
析
。
共
和
党
内
に

は
バ
イ
デ
ン
氏
が
高
齢
で
あ
る

こ
と
が
ト
ラ
ン
プ
氏
に
有
利
に

な
る
た
め
、
バ
イ
デ
ン
氏
は
撤

退
し
な
い
ほ
う
が
い
い
と
い
う

見
方
も
あ
っ
た
た
め
だ
。
ブ
ル

ー
ム
バ
ー
グ
22
日
付
電
子
版
は

ト
ラ
ン
プ
氏
の
大
統
領
返
り
咲

き
を
以
前
か
ら
想
定
し
、
暗
号

資
産
の
買
い
を
増
や
す
な
ど
の

動
き
が
見
ら
れ
た
が
、
投
資
家

は
難
し
い
見
極
め
を
迫
ら
れ
て

い
る
と
報
じ
た
。
選
挙
ま
で
14

週
間
に
迫
る
な
か
ハ
リ
ス
の
旋

風
が
吹
く
の
か
注
目
さ
れ
る
。

確
ト
ラ
に
対
抗

吹
く
か
ハ
リ
ス
の
旋
風

バイデン大統領
選挙戦から撤退

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
）
が
開
催
し
た
日
本

映
画
祭
「
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ
」
で
18
日
、
ベ
テ
ラ
ン
俳
優
・

藤
竜
也
氏
（
81
）
に
生
涯
功
労
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
主
演
映

画
「
大
い
な
る
不
在
」（
近
浦
啓
監
督
）
で
は
、Cut Above 

Award

受
賞
の
森
山
未
來
氏
と
親
子
と
し
て
共
演
し
、記
憶
、

家
族
、
喪
失
と
い
う
深
い
テ
ー
マ
を
力
強
く
演
じ
た
。
藤
は

「
俳
優
生
活
晩
年
に
素
晴
ら
し
い
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
」
と
挨
拶
、
続
け
て
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
今
か
ら
約
50
年

前
に
来
て
今
回
が
２
度
目
。
感
慨
深
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
り

ま
す
」
と
切
り
出
し
、
１
９
７
６
年
の
Ｎ
Ｙ
映
画
祭
に
参
加

し
た
大
島
渚
監
督
の
「
愛
の
コ
リ
ー
ダ
」
が
上
映
中
止
に
な

っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
た
。
今
回
の
滞
在
中
に
同
作
品
が

48
年
ぶ
り
に
Ｎ
Ｙ
で
劇
場
公
開
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
藤
に
と

っ
て
は
ダ
ブ
ル
の
喜
び
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
２
面
、
20
面
に
）

映画祭 JAPAN CUTS の生涯功労賞を手にする藤竜也氏（18日 JSで、写真・三浦良一）

https://www.restaurantnippon.com/
https://www.umamigallery.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
フ
ィ
ー
バ
ー

千
原
監
督
に
聞
く

JAPAN CUTS
映画で日本社会描く

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

が
開
催
し
た
日
本
映
画
祭
「
ジ

ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ
」
で
18
日
、

生
涯
功
労
賞
が
ベ
テ
ラ
ン
俳

優
・
藤
竜
也
氏
（
81
）、
ま
た

Cut Above Award

が
実
力
派

俳
優
の
森
山
未
來
氏
に
そ
れ
ぞ

れ
授
与
さ
れ
た
（
１
面
に
記

事
）。
映
像
、
舞
台
、
ダ
ン
ス

と
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
活

躍
を
続
け
る
森
山
氏
は
、
例
年

注
目
作
を
上
映
す
る
「
セ
ン
タ

ー
ピ
ー
ス
」
枠
と
し
て
今
年
上

映
さ
れ
る
塚
本
晋
也
監
督
「
ほ

か
げ
」
に
主
演
、
戦
後
の
絶
望

の
中
を
生
き
る
片
腕
の
動
か
な

い
男
と
い
う
難
し
い
役
柄
を
見

事
に
演
じ
切
っ
た
。

　

生
涯
功
労
賞
受
賞
の
藤
氏

は
、
最
新
主
演
作
「
大
い
な
る

不
在
」
の
上
映
会
に
、
近
浦
啓

監
督
と
共
に
出
席
し
た
。
藤
氏

は
、
大
島
渚
監
督
の
「
愛
の
コ

リ
ー
ダ
」
な
ど
に
代
表
さ
れ
る

約
60
年
に
わ
た
る
輝
か
し
い
キ

ャ
リ
ア
を
持
つ
日
本
を
代
表
す

る
俳
優
。『
大
い
な
る
不
在
』

で
は
、Cut Above Award

受

賞
の
森
山
と
親
子
と
し
て
共
演

し
、
記
憶
、
家
族
、
喪
失
と
い

う
深
い
テ
ー
マ
を
力
強
く
体
現

し
て
い
る
。

　

CUT ABOVE

賞
受
賞
の
森

山
氏
は
、「
映
画
、
パ
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
も
含
め
て
、
日

本
と
欧
米
で
起
こ
っ
て
い
る
ア

ク
シ
ョ
ン
に
流
れ
て
い
る
も
の

は
違
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ

は
ど
ち
ら
も
あ
っ
て
面
白
い
。

ど
う
い
う
風
に
自
分
た
ち
の
文

化
を
関
わ
ら
せ
れ
ば
い
い
の
か

と
い
う
の
は
今
で
も
考
え
て
い

る
。
日
本
で
映
画
を
撮
り
続
け

て
、
と
て
つ
も
な
い
純
度
と
強

度
で
映
画
を
作
り
続
け
て
き
た

塚
本
晋
也
さ
ん
と
今
回
出
会

う
こ
と
が
で
き
、
こ
のCUT 

ABOVE
賞
と
い
う
も
の
に
つ

な
が
っ
た
と
思
う
。
本
当
に
こ

の
賞
を
励
み
に
こ
れ
か
ら
も
模

索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」
と
挨
拶
し
た
。

　

生
涯
功
労
賞
を
受
け
た
藤
氏

は
「
俳
優
生
活
62
年
の
晩
年

に
、
素
晴
ら
し
い
仕
事
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
ま

す
。
仕
事
へ
の
情
熱
を
維
持
す

る
秘
訣
は
、
飽
き
な
い
よ
う
に

や
る
こ
と
で
す
。
お
腹
が
空
い

て
い
る
か
ら
ご
飯
が
美
味
し

い
。
満
腹
な
ら
美
味
し
く
感
じ

ま
せ
ん
。
収
入
は
減
り
ま
す

が
、
飽
き
な
い
よ
う
に
仕
事
を

少
な
く
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。

今
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
映
画
祭

に
参
加
し
て
、
感
慨
深
い
ス
ト

ー
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。
映
画
人

と
し
て
２
度
目
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
す
。
前
回
は
約
50
年
前
に

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
映
画
祭

に
、
大
島
渚
監
督
と
参
加
し
た

『
愛
の
コ
リ
ー
ダ
』
の
時
で
し

た
。
残
念
な
が
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
の
検
閲
に
ひ
っ
か
か
り
、

フ
ィ
ル
ム
が
没
収
さ
れ
上
映
さ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
出
演

し
た
映
画
で
一
番
大
事
な
仕
事

は
何
か
と
言
わ
れ
る
と
１
つ
は

『
愛
の
コ
リ
ー
ダ
』、
も
う
一
つ

が
こ
の
『
大
い
な
る
不
在
』
で

す
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
２
つ
の
作

品
は
私
に
と
っ
て
重
要
な
仕
事

で
す
。『
愛
の
コ
リ
ー
ダ
』で
は
、

日
本
で
裁
判
が
８
年
か
か
り
、

大
島
渚
は
無
罪
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
私
も
警
視
庁
で
尋
問
さ

れ
ま
し
た
。
い
い
意
味
で
も
悪

い
意
味
で
も
私
に
は
レ
ッ
テ
ル

を
貼
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
そ
の

レ
ッ
テ
ル
は
私
に
と
っ
て
勇
気

に
な
り
ま
し
た
。
バ
ネ
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
映
画
が

メ
ト
ロ
グ
ラ
フ
と
い
う
劇
場
で

上
映
さ
れ
ま
す
。
50
年
ぶ
り
に

Ｎ
Ｙ
の
観
客
に
こ
う
し
て
ハ
ロ

ー
と
言
え
て
嬉
し
い
で
す
」。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
20
面
に
）

森山さん（左）と塚本監督　© Ayumi Sakamoto

森
山
未
來
にCUT ABOVE

賞

「
演
技
の
中
で
日
本
文
化
模
索
」

生
涯
功
労
賞
に
藤
竜
也

「
二
度
目
の
Ｎ
Ｙ
。
感
慨
深
い
思
い
出
が
」

　

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

の
千
原
徹
也
氏
が
初
め
て
手
が

け
た
映
画
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

フ
ィ
ー
バ
ー
」。
20
日
ジ
ャ
パ

ン
・
カ
ッ
ツ
で
上
映
さ
れ
た
。

川
上
未
映
子
の
『
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
熱
』（『
愛
の
夢
と
か
』
講

談
社
文
庫
）
を
原
案
に
吉
岡
里

帆
、
モ
ト
ー
ラ
世
理
奈
、
詩
羽

（
水
曜
日
の
カ
ン
パ
ネ
ラ
）、
松

本
ま
り
か
の
４
人
の
独
身
女
性

が
東
京
渋
谷
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
シ
ョ
ッ
プ
を
舞
台
に
展
開
す

る
青
春
物
語
。

　

千
原
監
督
が
登
場
人
物
た
ち

の
年
代
だ
っ
た
頃
の
90
年
代
の

空
気
の
中
に
、
現
代
の
Ｚ
世
代

＋
の
若
者
の
世
界
観
を
投
入

し
、
カ
ラ
フ
ル
な
映
像
の
な
か

で
、
若
い
女
の
子
た
ち
の
人
生

の
葛
藤
を
甘
く
軽
快
に
表
現
し

て
い
る
。

　
「
デ
ザ
イ
ン
す
る
よ
う
に
映

画
を
撮
る
」
の
で
、
映
画
人
に

な
っ
た
と
い
う
気
概
な
ど
は
な

く
、
デ
ザ
イ
ン
の
延
長
線
で
取

り
組
ん
だ
た
め
、
異
な
る
ジ
ャ

ン
ル
に
足
を
踏
み
入
れ
た
と
い

う
感
覚
も
な
い
と
い
う
。

　
「
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
仕
事
は
Ｃ

Ｄ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
デ
ザ
イ
ン

し
て
も
デ
ザ
イ
ナ
ー
か
ら
し
か

反
応
が
な
か
っ
た
が
、
映
画
は

広
い
層
か
ら
反
応
が
あ
る
こ
と

が
何
よ
り
も
面
白
か
っ
た
」
と

映
画
を
作
っ
て
み
て
実
感
し

た
。
20
回
以
上
来
て
い
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
だ
が
、
今
回
は
ま
だ

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
て
い

な
い
の
で
「
そ
う
か
あ
食
べ
た

い
な
あ
」
と
言
っ
た
。（
三
浦
）

http://newyork-apartment-realestate.com
https://www.instagram.com/hi_collar/
https://minglesoho-ny.com/
http://shinbashi72.com/
https://e-kaigo.net/
mailto:kyoko5japan@gmail.com
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 日本クラブからのお知らせ
■日本クラブWEBギャラリー 出展者募集

 日本クラブWEBギャラリー（https://nippongallery.
nipponclub.org/）では、伝統的な工芸技術を継承
する芸術家から新進気鋭の現代アーティストまで、
幅広いアートを世界の美術愛好家やコレクターに
紹介する機会を提供しています。作品の販売も可
能です。詳細は gallery@nipponclub.org までお問
い合わせください。

■10/6（日）コンサート出演決定！日本クラブ混声コー
ラス部員募集

 

第九やモルダウなどのクラシックや、日本の名曲を
室内オーケストラの伴奏で一緒に歌いませんか？初
心者へのサポートも充実しています。美しいハーモ
ニーを一緒に奏でましょう！週 1回平日の夕方に
2時間のリハーサルを行っています。詳細は info@
nipponclub.org （本多）までお問い合わせください。
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「夏の賛歌」吉屋 敬、2019、アクリル絵具、
キャンバス、2 x [50 x 40] cm

　

北
米
を
代
表
す
る
ア
ジ
ア
映

画
の
祭
典
、
第
23
回
「
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
ア
ジ
ア
ン
映
画
祭（
Ｎ

Ｙ
Ａ
Ｆ
Ｆ
）」で
20
日
、映
画「
キ

ン
グ
ダ
ム　

大
将
軍
の
帰
還
」

が
米
国
で
初
上
映
さ
れ
た
。
主

演
を
務
め
た
俳
優
の
山
﨑
賢
人

さ
ん
（
29
）
が
特
に
優
れ
た
演

技
を
披
露
し
た
俳
優
に
贈
ら
れ

る
「
ベ
ス
ト
・
フ
ロ
ム
・
ジ
・

イ
ー
ス
ト
賞
」
を
日
本
人
と
し

て
初
め
て
受
賞
し
、
喜
び
を
語

っ
た
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
リ
ン
カ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
同
賞

の
授
賞
式
で
、山
﨑
さ
ん
は「
日

本
の
最
高
の
ス
タ
ッ
フ
、
キ
ャ

ス
ト
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
た

か
ら
こ
そ
、こ
の
賞
を
頂
け
た
」

と
話
し
た
。
ま
た
「
20
代
の
ほ

と
ん
ど
の
7
年
間
を
キ
ン
グ
ダ

ム
と
い
う
作
品
、
信
と
い
う
役

と
共
に
生
き
て
き
た
。
キ
ン
グ

ダ
ム
は
す
ご
く
自
分
に
と
っ
て

大
切
な
作
品
の
一
つ
で
す
」
と

思
い
を
語
っ
た
。
主
催
者
か
ら

同
賞
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
受
け
取

る
と
「
重
い
で
す
ね
」
と
笑
顔

を
見
せ
た
。

　
「
キ
ン
グ
ダ
ム　

大
将
軍
の

帰
還
」
は
コ
ミ
ッ
ク
累
計
発
行

部
数
１
億
部
を
突
破
し
た
人
気

漫
画
「
キ
ン
グ
ダ
ム
」（
原
作
・

原
泰
久
、
集
英
社
「
週
刊
ヤ
ン

グ
ジ
ャ
ン
プ
」
連
載
）
の
実
写

映
画
で
、
今
回
が
シ
リ
ー
ズ
4

作
目
と
な
る
。
中
国
の
春
秋
戦

国
時
代
を
舞
台
に
、
天
下
の
大

将
軍
に
な
る
と
い
う
夢
を
抱
く

戦
災
孤
児
の
少
年
・
信
（
山
﨑

賢
人
さ
ん
）
と
、
中
華
統
一
を

目
指
す
若
き
王
・
嬴
政
（
吉
沢

亮
さ
ん
）
の
物
語
だ
。
日
本
で

は
７
月
12
日
に
上
映
が
始
ま

り
、
公
開
か
ら
9
日
間
で
興
行

収
入
は
す
で
に
30
億
円
に
達

し
た
。
20
日
の
上
映
会
は
約

３
０
０
人
の
観
客
で
満
員
と
な

り
、
大
ス
ク
リ
ー
ン
の
迫
力
あ

る
映
像
に
見
入
っ
て
い
た
。

　

山
﨑
さ
ん
は
映
画
の
見
ど
こ

ろ
と
し
て
、
大
沢
た
か
お
さ
ん

演
じ
る
大
将
軍
・
王
騎(

お
う

き)

と
、
吉
川
晃
司
さ
ん
演
じ

る
最
強
の
敵
・
龐
煖(

ほ
う
け

ん)

の
一
騎
打
ち
を
挙
げ
た
。

山
﨑
さ
ん
は
「
ど
の
映
画
で
も

見
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
ヘ
ビ

ー
級
の
戦
い
に
な
っ
て
い
る
」

と
強
調
し
た
。山
﨑
さ
ん
は「
海

外
の
人
や
文
化
と
触
れ
合
う
の

は
楽
し
い
し
、
刺
激
に
な
る
」

と
も
話
し
、
今
後
の
海
外
進
出

に
も
意
欲
を
見
せ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ア
ジ
ア
ン

映
画
祭
は
２
０
０
２
年
に
始
ま

り
、
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
作
品

を
米
国
に
発
信
す
る
映
画
祭
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
今
年
は

７
月
12
日
〜
28
日
に
か
け
て
90

作
品
以
上
が
上
映
さ
れ
る
予
定

だ
。「
ベ
ス
ト
・
フ
ロ
ム
・
ジ
・

イ
ー
ス
ト
賞
」
は
２
０
２
２
年

に
創
設
さ
れ
、
同
映
画
祭
で
プ

レ
ミ
ア
上
映
さ
れ
る
作
品
の
中

か
ら
、
特
に
優
れ
た
俳
優
に
贈

ら
れ
る
。

　
　
　
　
（
き
ゃ
ま
、
写
真
も
）

山﨑賢人さん

優れた演技に賞
第23回 ニューヨーク・アジアン映画祭

キ
ン
グ
ダ
ム　

大
将
軍
の
帰
還

https://www.nipponclub.org/
https://shopnyseikatsu.com/
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病院ランキング
NYから４病院

中
高
生
16
人
が
来
米

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
Ｎ
Ｙ
を
訪
問

見
聞
広
め
故
郷
に
貢
献

　

新
潟
県
南
魚
沼
市
の
中
学
生

と
高
校
生
合
わ
せ
て
16
人
が
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
訪
問
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

な
ど
も
含
め
７
月
30
日
か
ら
８

月
６
日
ま
で
来
米
す
る
。
一
行

に
は
岡
村
秀
康
南
魚
沼
市
教
育

長
は
じ
め
、
市
役
所
職
員
等
が

同
行
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
や
リ
ン
カ
ー

ン
記
念
堂
、
ア
ー
リ
ン
ト
ン
墓

地
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
国
立
自
然

博
物
館
な
ど
を
見
学
す
る
。
生

徒
た
ち
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
大
学

新潟県
南魚沼市

を
訪
問
し
て
学
校
生
活
な
ど
を

日
本
人
留
学
生
か
ら
話
を
聞

く
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
国
連
を

見
学
し
、
山
﨑
国
連
大
使
を
表

敬
訪
問
す
る
ほ
か
、
Ｎ
Ｙ
総
領

事
の
森
大
使
が
一
行
の
歓
迎
会

を
開
催
す
る
予
定
だ
。

　

ツ
ア
ー
後
半
の
週
末
は
、
自

由
の
女
神
島
上
陸
や
９
・
11
メ

モ
リ
ア
ル
博
物
館
、
最
終
日
は

分
散
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟

県
人
会
が
迎
え
る
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
宅
に
宿
泊
す
る
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
１
週
間
の
滞
在

と
な
る
。主
催
は
南
魚
沼
市
で
、

選
抜
は
成
績
評
価
だ
け
で
決
め

る
の
で
は
な
く
、
面
接
や
作
文

な
ど
に
よ
り
、
一
生
懸
命
努
力

を
し
て
い
る
子
や
、
芸
術
や
ス

ポ
ー
ツ
に
熱
心
な
子
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
市
教
育
委

員
会
が
選
ん
だ
と
い
う
。　
　

　

こ
の
新
潟
県
の
生
徒
た
ち
を

ア
メ
リ
カ
に
招
く
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

新
潟
県
人
会
の
会
長
で
南
魚
沼

市
出
身
の
大
坪
賢
次
さ
ん
（
不

動
産
会
社
社
長
）
の
発
案
か

ら
。
一
昨
年
亡
く
な
っ
た
大
坪

会
長
の
妻
、
理
恵
さ
ん
が
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
「
故
郷
が
発

展
す
る
に
は
人
材
の
育
成
が
大

切
で
、
そ
れ
に
は
ま
だ
進
路
を

決
め
て
い
な
い
中
学
生
の
時
が

良
い
と
思
う
」
と
か
ね
が
ね
言

っ
て
い
た
亡
き
妻
の
夢
を
叶
え

た
い
と
の
思
い
か
ら
だ
。

　
「
中
学
生
を
ア
メ
リ
カ
に
招

い
て
、
政
治
の
中
心
地
の
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
学
問
の
中
心
地

の
ボ
ス
ト
ン
、
そ
れ
に
経
済
・

文
化
あ
ら
ゆ
る
面
で
世
界
最
高

の
地
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を

見
せ
て
あ
げ
た
い
」
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
か
ら
故
郷
新
潟
に
何
度

池田郁斗君

岡村叶優さん

鈴木楓空さん

服部姫心さん

林　旺生君

関倫太朗君

関　龍晴君

若井咲桐さん

髙𣘺陽音さん

小林彩蓮さん

南雲瑠莉さん

岡村南魚沼市教育長

戸田伊郷君

大坪 NY新潟県人会会長

小田原志優さん

曳田橙馬君

樋口世夏さん

若井茉那珂さん

も
足
を
運
ん
で
昨
年
実
現
に
漕

ぎ
着
け
た
。

　

今
年
は
実
施
２
年
目
と
な

る
。「
南
魚
沼
市
中
学
生
高
校

生
海
外
派
遣
研
修
事
業
」
と
今

年
度
か
ら
事
業
名
称
を
変
更

し
、
中
学
生
だ
け
で
は
な
く
、

高
校
生
も
派
遣
さ
れ
る
。

　

南
魚
沼
市
か
ら
の
参
加
学
校

は
、
中
学
校
が
、
大
和
中
学
、

八
海
中
学
、
六
日
町
中
学
、
塩

沢
中
学
。
高
等
学
校
が
、
長
岡

向
陵
高
校
、
国
際
情
報
高
校
、

六
日
町
高
校
、
長
岡
高
校
。

　

参
加
者
は
、
中
学
生
が
、
池

田
郁
斗
、
髙
𣘺
陽
音
、
岡
村
叶

優
、
小
林
彩
蓮
、
鈴
木
楓
空
、

南
雲
瑠
莉
、
服
部
姫
心
、
戸
田

伊
郷
、
林
旺
生
、
小
田
原
志
優
、

関
倫
太
朗
、
曳
田
橙
馬
、
高
校

生
が
、
関
龍
晴
、
樋
口
世
夏
、

若
井
咲
桐
、
若
井
茉
那
珂
。
以

上
16
人
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
議
会
は
18

日
、公
立
学
校
の
服
装
規
定
を
、

性
別
に
よ
る
差
別
を
禁
止
す
る

連
邦
公
民
権
法
タ
イ
ト
ル
４
に

準
拠
さ
せ
る
こ
と
を
義
務
付
け

る
法
案
を
承
認
し
た
。
こ
の
法

案
を
提
出
し
た
ア
ル
テ
ア
・
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
議
員
に
よ
る

と
、
新
し
い
ド
レ
ス
コ
ー
ド
・

ポ
リ
シ
ー
の
目
的
は
「
性
差
別

的
で
ヘ
テ
ロ
規
範
的
な
ド
レ
ス

コ
ー
ド
」
や
「
女
子
生
徒
や
有

色
人
種
の
生
徒
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
基
準
」
を
排
除
す
る
こ

と
だ
と
い
う
。
こ
の
法
律
は
ま

た
、
学
校
は
生
徒
の
「
多
様
な

文
化
、
性
表
現
、
身
体
の
多
様

性
」
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
。
ド
レ
ス
コ

ー
ド
は
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
述
べ
て
い
る
。

　

ド
レ
ス
コ
ー
ド
の
施
行
は
、

以
前
は
市
内
の
各
学
校
に
任
さ

れ
て
い
た
。
可
決
さ
れ
た
決
議

で
は
、ド
レ
ス
コ
ー
ド
の
報
告
、

実
施
、
違
反
、
生
徒
が
従
わ
な

か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
教
育
省
は
市
議
会

と
協
力
し
て
、
生
徒
の
ド
レ
ス

コ
ー
ド
に
関
す
る
新
し
い
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
予
定
で

あ
る
。
同
法
案
は
教
育
省
に
対

し
、
す
べ
て
の
公
立
学
校
に
共

通
の
ド
レ
ス
コ
ー
ド
を
設
け
る

よ
う
促
す
決
議
も
含
ま
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
市
高
等
学
校
協

議
会
に
よ
る
と
強
制
力
は
な
い

と
い
う
。

Ｎ
Ｙ
全
公
立
学
校
に

服
装
規
程
見
直
し

　

Ｕ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ズ
＆
ワ
ー
ル
ド
・

レ
ポ
ー
ト
誌
は
16
日
、
米
国
内
の

２
０
２
４
〜
25
年
度
の
病
院
ラ
ン

キ
ン
グ
を
発
表
し
、
Ｎ
Ｙ
市
の
３

機
関
と
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
１

機
関
が
上
位
20
位
内
に
選
ば
れ

た
。

　

同
誌
は
毎
年
、
医
療
・
外
科
的

処
置
に
関
す
る
30
以
上
の
項
目
を

基
に
、
国
内
約
５
０
０
０
の
医
療

機
関
を
評
価
し
て
い
る
。
今
年
度

は
Ｎ
Ｙ
州
内
で
は
、
マ
ウ
ン
ト
・

サ
イ
ナ
イ
病
院
、
Ｎ
Ｙ
プ
レ
ス
ビ

テ
リ
ア
ン
病
院
、
マ
ナ
セ
ッ
ト
の

ノ
ー
ス
・
シ
ョ
ア
大
学
病
院
、
Ｎ

Ｙ
Ｕ
ラ
ン
ゴ
ー
ン
病
院
は
、
患
者

の
生
存
率
、
看
護
の
質
な
ど
の
項

目
で
優
秀
な
医
療
機
関
と
し
て
評

価
さ
れ
た
。
唯
一
同
州
よ
り
も
優

秀
病
院
の
数
が
多
か
っ
た
の
は
、

Ｃ
Ａ
州
の
５
病
院
だ
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
Ｎ
Ｙ
州
内
で
高
評

を
得
た
機
関
は
、
癌
治
療
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
メ
モ
リ
ア
ル
・
ス

ロ
ー
ン
・
ケ
タ
リ
ン
グ
癌
セ
ン

タ
ー
が
全
国
２
位
、
循
環
器
で

は
Ｎ
Ｙ
Ｕ
ラ
ン
ゴ
ー
ン
病
院
が

２
位
、
マ
ウ
ン
ト
・
サ
イ
ナ
イ

病
院
が
４
位
、
Ｎ
Ｙ
プ
レ
ス
ビ

テ
リ
ア
ン
病
院
が
５
位
、
神
経

外
科
で
は
Ｎ
Ｙ
Ｕ
ラ
ン
ゴ
ー
ン

病
院
が
１
位
、
Ｎ
Ｙ
プ
レ
ス
ビ

テ
リ
ア
ン
病
院
が
４
位
、
整
形

外
科
で
は
ア
ッ
パ
ー
・
イ
ー
ス

ト
サ
イ
ド
の
ホ
ス
ピ
タ
ル
・
フ

ォ
ー
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
サ
ー
ジ

ェ
リ
ー
が
１
位
、
Ｎ
Ｙ
Ｕ
ラ
ン

ゴ
ー
ン
病
院
が
３
位
、
Ｎ
Ｙ
プ

レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
病
院
が
４
位

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
各

専
門
科
、
小
児
病
院
を
含
む
同

ラ
ン
キ
ン
グ
の
詳
細
はhttps://

health.usnews.com/

を
参
照

す
る
。

　

全
日
本
趣
味
起
業
協
会
の
戸

田
充
広
代
表
は
、
７
月
30
日
か

ら
、
８
月
5
日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
13

丁
目
43
番
地
）
で
、
昨
年
に
続

き
2
度
目
の
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア

ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト　

イ
ン
Ｎ

Ｙ 

２
０
２
４
」
展
覧
会
を
開

催
す
る
。「
好
き
な
こ
と
を
仕

事
に
し
て
い
る
人
は
人
生
ま
る

ご
と
輝
い
て
い
る
」
と
い
う
理

念
の
も
と
、
同
協
会
は
、
ひ
と

り
で
も
多
く
の
人
が
「
趣
味
」

「
特
技
」「
好
き
な
こ
と
」
を
活

か
し
た
起
業
・
副
業
を
実
践
し

て
い
く
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

戸
田
代
表
は
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
17
年
間

に
約
５
０
０
人
以
上
の
趣
味
起

業
家
を
育
て
、
全
国
で
の
セ
ミ

ナ
ー
、講
演
活
動
の
ほ
か
、数
々

の
講
座
で
趣
味
起
業
家
を
育
て

続
け
て
い
る
。
著
書
は
『
の
ん

び
り
副
業
』『
趣
味
起
業
の
教

科
書
』『
副
業
図
鑑
』ほ
か
13
冊
。

今
回
の
「
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト

２
０
２
４
」
展
覧
会
で
は
、
同

協
会
に
所
属
す
る
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
作
家
や
画
家
、
造
形
作
家
ら

が
創
り
出
し
た
絵
画
か
ら
バ
ッ

グ
、
人
形
や
漫
画
ま
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
日
本
の
ア
ー
ト
を
紹
介

す
る
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
８
月

２
日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
８

時
ま
で
。
参
加
無
料
。

趣
味
の
副
業
・
起
業
展

天
理
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

https://www.naturalhealingartists.com/
https://www.maxjob.com/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://health.usnews.com/
https://health.usnews.com/
https://health.usnews.com/
https://health.usnews.com/
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世
の
中
、
非
常
に
騒
が
し
い

今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
や
っ
と

ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う
の
光
が
見

え
始
め
て
き
ま
し
た
ね
。
地
球

全
体
の
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流

れ
の
方
向
が
、
ち
ょ
っ
と
明
確

に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。こ
の
流
れ
に
の
っ
て
、

人
間
た
ち
が
健
全
な「
こ
こ
ろ
」

の
成
長
を
取
り
戻
す
時
代
が
来

る
こ
と
を
予
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
に
も
繰
り
返

し
書
い
て
い
ま
す
が
、「
こ
こ

ろ
」
は
内
臓
の
状
態
の
表
出
で

あ
り
、
そ
の
要
は
腸
の
機
能
の

健
全
性
に
あ
り
ま
す
。
人
間
本

来
の
存
在
意
義
で
あ
る
健
全
な

「
こ
こ
ろ
」
の
成
長
を
取
り
戻

「
こ
こ
ろ
」
は
内
臓
の
動
き
の
表
出

す
に
は
、
失
わ
れ
た
腸
機
能
の

復
活
が
必
須
で
す
。
前
回
の
コ

ラ
ム
で
ご
説
明
し
ま
し
た
が
、

腸
の
機
能
、
つ
ま
り
消
化
力
が

落
ち
る
と
、
そ
れ
に
比
例
し
て

人
生
の
消
化
力
も
落
ち
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
が
、
不
安
と
心

配
と
い
う
感
情
を
作
り
出
し
、

自
信
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
ケ

ツ
の
穴
の
小
さ
い
や
つ
」
を
も

作
り
出
し
て
し
ま
う
原
因
で

す
。
排
便
の
機
能
が
脳
と
上
手

く
連
携
さ
れ
な
く
な
り
、
閉
ま

る
べ
き
時
に
閉
ま
ら
ず
、
開
く

べ
き
時
に
開
か
な
い
、
非
常
に

不
便
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
い
う
状

態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
は
、

エ
ゴ
を
肯
定
す
る
た
め
に
、
理

不
尽
と
し
か
思
え
な
い
事
を
言

っ
た
り
、
攻
撃
的
な
行
動
に
出

た
り
、誹
謗
中
傷
し
た
り
す
る
、

仏
教
で
い
う
と
こ
ろ
の
餓
鬼
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

　

そ
の
昔
、
あ
る
癌
の
治
療
法

の
研
究
会
に
参
加
し
た
際
、
食

事
療
法
で
も
癌
が
治
っ
た
ケ
ー

ス
が
沢
山
あ
る
事
を
述
べ
ま
し

た
ら
、
隣
に
座
っ
て
い
た
お
医

者
さ
ん
は
こ
う
い
い
ま
し
た
。

「
食
事
療
法
で
治
る
癌
は
、
誤

診
な
ん
で
す
よ
」。
そ
れ
で
、

私
の
中
に
２
つ
の
質
問
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
①
食
事
療
法
で
治

る
癌
だ
け
が
誤
診
だ
と
、
ど
う

し
て
言
え
る
の
か
？　

②
そ
ん

な
に
多
く
の
医
者
が
癌
を
誤
診

す
る
の
だ
ろ
う
か
？
こ
れ
は
、

随
分
と
無
責
任
な
発
言
で
す
。

彼
も
医
者
な
の
で
、
メ
デ
ィ
ス

ン
の
肩
を
持
ち
た
か
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
ま

さ
に
墓
穴
を
掘
っ
て
ま
す
よ

ね
？
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
。

そ
の
後
、
彼
は
他
の
参
加
者
の

方
た
ち
と
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
に

行
っ
て
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
に
優
秀
な
人
々

が
、
自
己
の
健
全
な
人
間
性
の

追
求
を
怠
る
と
、
こ
う
い
っ
た

理
不
尽
な
事
に
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
、
非
常
に
良
い
例
だ
と

思
い
ま
す
。COVID19
の
研

究
で
有
名
に
な
っ
た
循
環
器
学

者
の
ピ
ー
タ
ー
・
マ
カ
ロ
ー
博

士
が
、
こ
う
説
明
し
て
い
ま
し

た
。「
医
者
の
リ
ス
ト
に
は
、

彼
ら
の
名
前
の
脇
に
、
あ
る
マ

ー
ク
が
付
い
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
常
識
の
あ
る
医
者
で
あ
る

か
否
か
の
マ
ー
ク
で
す
」
こ
う

言
っ
た
後
、
彼
は
ク
ス
っ
と
笑

っ
て
、
お
ど
け
て
ま
し
た
。

　

私
が
ア
メ
リ
カ
に
移
住
す
る

直
前
あ
た
り
か
ら
、「（
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
に
）
頭
は
良
い
は
ず
な

ん
だ
け
ど
、
使
え
な
い
ヤ
ツ
」

が
出
没
し
始
め
て
、
そ
の
原
因

は
何
だ
ろ
う
？
と
不
思
議
に
思

っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
人
間
性
の
不
思
議
を

解
明
し
て
く
れ
た
の
が
、
解

剖
学
者
の
三
木
成
夫
博
士
の

著
書
「
海
、
呼
吸
、
古
代
形

象
」
で
す
。
こ
の
中
で
、「
こ

こ
ろ
」
と
呼
ん
で
い
る
も
の
が

内
臓
の
動
き
で
あ
る
こ
と
を
、

科
学
的
、
医
学
的
な
サ
ポ
ー
ト

を
も
っ
て
非
常
に
哲
学
的
に
説

明
し
て
い
ま
す
。
こ
の
本
を
読

む
と
、
病
気
の
原
因
が
パ
タ
ー

ン
化
さ
れ
た
不
安
と
心
配
、
つ

ま
り
癖
に
な
っ
て
い
る
内
臓
機

能
の
低
下
で
あ
る
こ
と
が
理

解
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
こ
の
不
安
と
心
配
が
、
別

個
の
知
識
を
整
理
し
て
繋
が
り

を
理
解
す
る
認
識
力
の
低
下
の

原
因
で
あ
る
こ
と
も
理
解
で
き

る
の
で
す
。
も
う
一
冊
、
レ
オ

ナ
ル
ド
・
コ
ー
ル
ド
ウ
ェ
ル
医

学
博
士
の
著
書
「The Only 

Answer to Stress, Anxiety 
& Depression: The Root 
Cause of All Disease

」
も
、

お
勧
め
で
す
。
私
た
ち
人
間
が

「
こ
こ
ろ
」
の
成
長
を
取
り
戻

す
未
来
へ
の
道
の
り
は
、
私
た

ち
一
人
一
人
の
足
元
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
あ
な
た
の
た
め
に
、

誰
か
が
や
っ
て
く
れ
た
り
は
し

ま
せ
ん
。
１
０
０
％
健
康
で
幸

せ
な
人
生
へ
の
道
の
り
は
、
初

め
が
肝
心
。
姿
勢
を
正
し
て
、

健
全
な
腸
機
能
を
育
む
と
こ
ろ

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
「
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
」
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

原爆投下から79年

NYで平和集会

　

広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
投
下

79
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
世
界

平
和
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
集

い
２
０
２
４
」
が
、
８
月
５
日

か
ら
５
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ

れ
る
。（
主
催
：
Ｎ
Ｙ
平
和
フ

ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
、
代
表
：

中
垣
顕
実
法
師
）
今
年
は
２
部

構
成
で
、「
広
島
と
長
崎
へ
の

原
爆
投
下
を
記
念
す
る
第
31 

回
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
原
爆
犠

牲
者
追
悼
式
」
で
は
、5
日
（
広

島
の
日
）と
８
日 （
長
崎
の
日
）

に
生
配
信
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

催
。
広
島
と
長
崎
で
の
追
悼
式

の
ラ
イ
ブ
視
聴
や
、
原
爆
の
投

下
時
間
に
黙
祷
を
捧
げ
る
。
ま

た
、「
広
島
と
長
崎
を
超
え
て: 

地
球
規
模
の
調
和
の
世
界
に
向

け
た
平
和
の
集
い
」
は
、９
日
、

10
日
、
15
日
に
対
面
形
式
で
開

催
さ
れ
る
。

　

日
本
の
僧
侶
で
あ
り
、
広
島

平
和
大
使
、長
崎
平
和
特
派
員
、

Ｎ
Ｙ
平
和
和
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
会
長
・
創
設
者
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
仏
教
連
盟
名
誉
会
長
、

Ｎ
Ｙ
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
・
セ

ン
タ
ー
名
誉
理
事
で
も
あ
る
中

垣
顕
実
法
師
は
１
９
９
４
年
以

来
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
主
催
し

て
き
た
。
記
念
式
典
に
は
、
地

元
の
仏
教
、
神
道
、
キ
リ
ス
ト

教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
ヒ
ン
ズ
ー

教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
ネ
イ
テ
ィ

ブ 

ア
メ
リ
カ
ン
の
指
導
者
の

ほ
か
、
日
本
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、

米
国
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち

が
参
加
。
今
年
は
人
類
共
通
の

平
和
へ
の
希
望
を
初
め
て
具
現

化
し
た
「
希
望
の
炎
」
を
灯
す
。

　

参
加
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
、

原
田
真
二
、
原
田
真
由
美
、
小

池
ゆ
う
き
、
近
藤
か
お
り
、
柴

田
ゆ
り
子
ほ
か
、
ダ
ン
サ
ー

は
杉
山
奈
穂
子
、
本
松
ゆ
か

ほ
か
。
入
場
無
料
（
善
意
寄

付
）。
イ
ベ
ン
ト
の
日
時
と
場

所
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://heiwafoundation.
org/activities

を
参
照
。

　

米
国
で
の
放
射
能
汚
染
を
追

っ
た
記
録
映
画
「
サ
イ
レ
ン
ト

フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
」
の
上
映
会

が
20
日
午
後
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

で
行
わ
れ
た
。
同
映
画
を
製
作

し
た
伊
東
英
朗
（
ひ
で
あ
き
）

監
督
は
13
日
か
ら
北
米
大
陸
上

映
ツ
ア
ー
を
敢
行
中
で
、
会
場

に
集
ま
っ
た
約
１
０
０
人
に
映

画
に
託
し
た
思
い
を
伝
え
た
。

　

映
画
は
ま
ず
１
９
５
１
年
に

始
ま
っ
た
ネ
バ
ダ
核
実
験
場
周

辺
の
被
害
状
態
を
追
う
。
そ
し

て
数
百
マ
イ
ル
離
れ
た
セ
ン
ト

ル
イ
ス
で
女
性
医
師
ル
イ
ー

ズ
・
ラ
イ
ス
博
士
ら
が
中
心
と

な
り
、
子
供
た
ち
の
乳
歯
を
集

め
歯
に
残
る
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

90
か
ら
被
曝
を
証
明
し
た
活
動

を
紹
介
す
る
。
そ
の
行
動
は
ケ

ネ
デ
ィ
大
統
領
に
よ
る
大
気
圏

内
核
実
験
の
中
止
宣
言
へ
と
つ

な
が
る
。
さ
ら
に
地
質
学
者
に

よ
る
北
米
大
陸
の
放
射
能
汚
染

の
実
態
や
日
本
の
漁
師
や
英
国

の
兵
士
の
証
言
か
ら
核
兵
器
に

よ
る
被
害
の
大
き
さ
を
伝
え

る
。

　

伊
東
監
督
は
「
ア
メ
リ
カ
は

奇
跡
が
起
き
る
国
。
ラ
イ
ス
博

士
の
行
動
が
そ
れ
を
示
し
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
映
画
を
観
た

皆
さ
ん
が
行
動
を
し
て
ほ
し

い
。
み
な
さ
ん
も
被
曝
者
。
広

く
事
実
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」

と
強
く
訴
え
た
。

　

上
映
後
に
は
大
き
な
拍
手
が

寄
せ
ら
れ
、
伊
東
監
督
が
感
極

ま
っ
て
涙
な
が
ら
に
回
答
す
る

場
面
も
見
ら
れ
た
。
主
に
米
国

人
か
ら
は
「
こ
の
映
画
を
ど

こ
で
観
ら
れ
る
か
」「
私
の
子

供
の
乳
歯
も
検
査
で
き
る
か
」

「
監
督
の
目
的
は
何
か
」「
ど
う

し
よ
う
も
な
い
怒
り
が
こ
み
あ

げ
た
。
私
た
ち
は
何
を
し
た
ら

い
い
と
考
え
る
か
」
な
ど
の
質

問
が
相
次
い
だ
。
伊
東
監
督
は

「
米
議
会
で
こ
の
問
題
が
議
論

さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
核
兵
器
は
誰
も
守
っ
て
い

な
い
」
と
力
説
し
た
。
北
米
大

陸
上
映
ツ
ア
ー
は
計
17
か
所
を

回
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
６

回
目
。
８
月
は
、
ユ
タ
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
、
オ
レ
ゴ
ン
、
ワ

シ
ン
ト
ン
の
各
州
で
の
上
映
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トwww.fallout22.

com

を
参
照
。

　
　
（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

米
各
地
で
上
映
会

サ
イ
レ
ン
ト
フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト

伊
東
監
督
が
来
米

米国民に放射能汚染

米国での上映について語る伊東監督

https://on-timelimo.com/
http://myriverside.net/home
www.fallout22.com
https://heiwafoundation.org/activities
NaturalHealingArtists.com
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日
本
人
が
海
外
で
ま
ず
直
面

す
る
課
題
の
一
つ
に
、
英
語
の

発
音
と
リ
ス
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
米
国
に
赴
任
す
る

方
に
と
っ
て
は
深
刻
な
問
題
で

す
。「strategy

が
通
じ
な
い
」

「
会
議
で
白
熱
す
る
と
つ
い
て

い
け
な
い
」
と
い
っ
た
こ
と
が

あ
る
と
、
会
議
の
前
な
ど
に
緊

張
で
眠
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。

　

以
前
、
精
神
科
医
の
先
生
か

英
語
不
眠
症 37

中
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
う

す
る
こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な

り
ま
す
。

　

そ
し
て
ま
ず
は
、
英
語
の
母

音
を
把
握
す
る
だ
け
で
も
リ
ス

ニ
ン
グ
力
が
大
き
く
改
善
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
に

な
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
自
信
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、

き
っ
と
英
語
の
壁
も
乗
り
越
え

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。「
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
」著
者
。

slidemethod.com

　

本
紙
コ
ラ
ム
で
お
な
じ
み

「
Ｎ
Ｙ
ス
ラ
イ
ド
メ
ソ
ッ
ド
」

主
宰
の
モ
リ
ヤ
マ
・
ハ
ル
カ
さ

ん
に
よ
る
「
英
語
リ
ス
ニ
ン
グ

力
が
３
日
間
で
劇
的
に
上
が
る

ー
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
会
話
が
ゆ
っ

く
り
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
秘
密

の
リ
ス
ニ
ン
グ
強
化
レ
ッ
ス

ン
」
が
、
８
月
10
日
（
土
）
か

ら
12
日
（
月
）
ま
で
の
３
日
間
、

ら
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
住
む
日

本
人
の
不
眠
症
や
う
つ
病
の
根

底
に
は
、
ほ
ぼ
必
ず
発
音
の
悩

み
が
あ
る
」
と
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
っ
き
り
と

お
伝
え
し
ま
す
が
、
訛
り
は
そ

の
人
の
歴
史
を
示
す
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
要
素
で
あ
り
、
悪

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
ア
メ
リ
カ
で
生
活
す
る
日

本
人
に
と
っ
て
は
不
便
な
だ
け

で
す
。
英
語
と
日
本
語
の
音
や

リ
ズ
ム
が
大
き
く
異
な
る
た
め

一
定
の
ル
ー
ル
を
覚
え
る
ま
で

は
英
語
圏
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
難
し
い
の
で
す
。

　

発
音
を
学
ぶ
こ
と
は
、
相
手

へ
の
思
い
や
り
の
表
現
で
す
。

発
音
が
通
じ
な
い
時
は
、
自
分

が
ど
う
思
わ
れ
る
か
を
考
え
る

代
わ
り
に
、
相
手
の
目
を
し
っ

か
り
見
て
、
ど
う
し
た
ら
相
手

の
役
に
立
て
る
か
に
意
識
を
集

合
計
４
時
間
半
の
内
容
で
開
催

さ
れ
る
。

　
「
英
語
が
聞
き
取
れ
な
い
」

原
因
は
、
そ
の
音
を
自
分
が
正

し
く
発
音
し
た
こ
と
が
な
い
か

ら
で
あ
り
、
日
本
人
の
特
に
苦

手
な
英
語
の
音
を
、
口
と
舌
を

ゆ
る
め
て
実
際
に
発
音
し
、
英

語
が
は
っ
き
り
聞
こ
え
る
よ
う

に
リ
ス
ニ
ン
グ
力
を
劇
的
に
改

善
す
る
練
習
方
法
の
実
践
特
別

レ
ッ
ス
ン
をZoom

で
開
催
。

一
部
の
み
の
参
加
も
可
能
。
テ

ー
マ
は
、
10
日
（
土
）「
ア
に

似
た
音
を
聞
き
分
け
る
」、 

11

日
（
日
）「
オ
に
似
た
音
を
聞

き
分
け
る
」、
12
日
（
月
）「
Ｌ

と
Ｒ
を
聞
き
分
け
る
」
で
、
各

日
午
前
８
時
か
ら
午
後
９
時

半
ま
で
開
催
さ
れ
る
。
参
加

費
は
40
ド
ル
（
録
画
付
き
60

ド
ル
）。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ

ー

ル team@slidemethod.
com 

ま
で
。
申
し
込
み
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト https://

slidemethod.co/3

を
参
照
。

Ｎ
Ｙ
ス
ラ
イ
ド
メ
ソ
ッ
ド

リ
ス
ニ
ン
グ
強
化
レ
ッ
ス
ン

8
月
10
日
、
11
日
、
12
日
Zoomで

　

レ
ン
タ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
店
ブ
ロ
ッ

ク
バ
ス
タ
ー
の
自
動
レ
ン
タ
ル

機
「
レ
ッ
ド
ボ
ッ
ク
ス
」
が
、

親
会
社
が
破
綻
申
請
を
行
っ
た

こ
と
で
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
親
会
社
で
、
コ
ネ
チ
カ

ッ
ト
州
を
拠
点
に
ス
ト
リ
ー
ミ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
チ
キ

ン
・
ス
ー
プ
・
フ
ォ
ー
・
ザ
・

ソ
ウ
ル
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
（
Ｃ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
）
は
10
日
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
・

ホ
ー
ム
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

や
ソ
ニ
ー
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
・

ホ
ー
ム
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

を
含
む
債
権
者
が
倒
産
会
社
の

こ
れ
以
上
の
金
融
リ
ス
ク
を
負

う
こ
と
を
拒
ん
だ
た
め
、
連
邦

倒
産
法
第
11
章
を
第
７
章
の
清

算
手
続
き
に
移
行
し
た
。結
果
、

約
２
万
４
０
０
０
か
所
の
レ
ッ

ド
ボ
ッ
ク
ス
は
撤
去
さ
れ
る
ほ

か
、
従
業
員
１
０
３
３
人
が
解

雇
と
な
る
。

　

赤
が
象
徴
的
な
同
自
販
機

は
、
最
盛
期
の
２
０
１
３

年
に
は
米
国
と
カ
ナ
ダ
で

４
万
３
０
０
０
台
が
設
置
さ

れ
、
年
収
は
19
億
７
０
０
０
ド

ル
に
達
し
た
。
同
社
は
22
年
、

３
億
５
９
９
０
万
ド
ル
の
負
債

に
陥
っ
て
い
た
レ
ッ
ド
ボ
ッ
ク

ス
事
業
を
３
億
７
０
０
０
万
ド

ル
で
買
収
し
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

前
の
収
益
還
元
を
期
待
し
て
い

た
。

自
動
レ
ン
タ
ル
・
ビ
デ
オ
機

街
か
ら
姿
を
消
す

　

毎
夏
恒
例
の
香
港
ド
ラ
ゴ
ン

ボ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、

今
年
は
８
月
３
日
（
土
）
と
４

日
（
日
）
の
２
日
間
、
ク
イ
ー

ン
ズ
の
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
メ
ド

ウ
ズ
・
コ
ロ
ナ
パ
ー
ク
に
て
開

催
さ
れ
る
。
30
年
以
上
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
て
い
る
米
国
最
大

級
の
多
文
化
フ
ェ
ス
で
、
会
場

に
は
香
港
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ー
ド

の
ベ
ン
ダ
ー
が
軒
を
連
ね
、
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
音
楽
演
奏
や

少
林
寺
拳
法
、
民
族
舞
踊
な
ど

が
披
露
さ
れ
る
。

　

レ
ー
ス
は
、
前
方
に
龍
の
頭
・

後
方
に
は
龍
の
尾
を
か
た
ど
っ

た
彫
刻
が
あ
る
伝
統
的
な
ス
タ

イ
ル
の
船
で
、
漕
ぎ
手
（
パ
ド

ラ
ー
）
と
先
頭
に
太
鼓
を
叩
い

て
リ
ズ
ム
を
取
る
ド
ラ
マ
ー
ら

最
大
20
人
が
乗
り
込
み
、
そ
の

速
さ
を
競
う
。
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
。
雨
天
決

行
。
会
場
ま
で
は
地
下
鉄
７
番

線Mets-Willets Point

駅
か

ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
さ

れ
る
。
詳
細
は
公
式
サ
イ
ト

https://www.hkdbf-ny.org/

香港ドラゴンボートフェスティバル

公
明
正
大
に

利
益
を
追
求
す
る

原
理
原
則
に
し
た
が
う

　

会
社
は
利
益
を
上
げ
な
け
れ

ば
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
利
益
を

上
げ
る
こ
と
は
恥
ず
べ
き
こ
と

　

京
セ
ラ
で
は
創
業
の
当
初
か

ら
、
す
べ
て
の
こ
と
を
原
理
原

則
に
し
た
が
っ
て
判
断
し
て
き

で
も
な
け
れ
ば
、
人
の
道
に
反

し
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
由
市
場
に
お
い
て
、
競
争

ま
し
た
。
会
社
の
経
営
と
い
う

も
の
は
、
筋
の
通
っ
た
、
道
理

に
あ
う
、
世
間
一
般
の
道
徳
に

25

の
結
果
で
決
ま
る
価
格
は
正
し

い
価
格
で
あ
り
、
そ
の
価
格
で

堂
々
と
商
い
を
し
て
得
ら
れ
る

利
益
は
正
し
い
利
益
で
す
。
厳

し
い
価
格
競
争
の
な
か
で
合
理

化
を
進
め
、
付
加
価
値
を
高
め

て
い
く
努
力
が
利
益
の
増
加
を

生
む
の
で
す
。

　

お
客
様
の
求
め
に
応
じ
て

営
々
と
努
力
を
積
み
上
げ
る
こ

と
を
せ
ず
に
、
投
機
や
不
正
で

暴
利
を
貪
り
、
一
攫
千
金
を
夢

見
る
よ
う
な
経
営
が
ま
か
り
通

る
世
の
中
で
す
が
、
公
明
正
大

に
事
業
を
行
い
、
正
し
い
利
益

を
追
求
し
、
社
会
に
貢
献
し
て

い
く
の
が
京
セ
ラ
の
経
営
で
す
。

反
し
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
決

し
て
う
ま
く
い
か
ず
、
長
続
き

し
な
い
は
ず
で
す
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
経

営
の
常
識
と
い
う
も
の
に
頼
る

こ
と
は
し
ま
せ
ん
。「
た
い
て

い
の
会
社
で
は
こ
う
だ
か
ら
」

と
い
う
常
識
に
頼
っ
て
安
易
な

判
断
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

組
織
に
し
て
も
、
財
務
に
し

て
も
、利
益
の
配
分
に
し
て
も
、

本
来
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、

も
の
の
本
質
に
基
づ
い
て
判
断

し
て
い
れ
ば
、
外
国
に
お
い
て

も
、
ま
た
、
い
ま
だ
か
つ
て
遭

遇
し
た
こ
と
の
な
い
新
し
い
経

済
状
況
に
あ
っ
て
も
、
判
断
を

誤
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

＜連絡先＞
盛心塾ニューヨーク
 www.seishinjukuny.org

http://kkobo.com/
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
https://nyseikatsu.com/gallery/
http://www.seishinjukuny.org
https://slidemethod.co/3
https://slidemethod.co/3
https://slidemethod.co/3
https://slidemethod.co/3
https://www.hkdbf-ny.org/
https://www.hkdbf-ny.org/
https://www.hkdbf-ny.org/
https://www.hkdbf-ny.org/
https://www.hkdbf-ny.org/
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Micro-living 極小家屋に住むこと
　　　 アメリカの住宅事情に関して、最近Micro-livingというフレーズを最近見かけることがあります。

極小の一戸建てやMicro-apartment という狭小アパートに住むことです。このような動きをTiny 
House Movement と呼ぶこともあります。  典型的には、床面積は400平方スクエア（約37平方
メートル）以下で、寝室とリビングが組み合わさり、台所、浴室やトイレは共用の場合もあります。

　 住宅価格の高騰がこのトレンドの背景にありますが、中でも ホームレスの人々をどう助けるかと
言う緊急課題が、Micro-living を押し進めています。　昨年来、アメリカ北西部、オレゴン州とワシントン州で極小家屋
の建設を妨げていた制度を見直し、ホームレスや低所得者のためMicro-living を促進する法律ができました。　その結果、
数千戸のMicro-apartment の建設が可能となったのです。ニューヨーク州においても、一般家賃の高騰そして流入する移
民への住宅対策として、Micro-living の導入が検討されています。アメリカには、普通の家賃の支払いが困難だとする人
たちは、一千万人に上るという最近の報告もあります。このような事情で、Tiny House Movement は全米各地にも広がり
つつあります。
　家賃の問題だけでなく、若い世代の暮らしに関する考え方の変化がMicro-living につながるとも予測されています。い
つでも・どこへでも引越しできるライフスタイル、人生に不要なものは持たないとするMinimalism 、資源は浪費しない
という環境意識・・・。アメリカの家は大きいものだと思っている日本人には驚くような現象が、全米で起きているのか
も知れません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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７
月
１
日
作
成
義
務
の
Ｗ
Ｖ
Ｐ
Ｐ
と
８
月
１

日
作
成
義
務
の
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
（
そ
の
１
）

クイックUSA

180

を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
過
去
の
暴
力
事
件
の

記
録
の
レ
ビ
ュ
ー
、
従
業
員
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
作
業
環

境
の
観
察
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

予
防
策
の
導
入
：
危
険
評
価
の

結
果
に
基
づ
い
て
、
職
場
で
の

暴
力
を
予
防
す
る
た
め
の
具
体

的
な
措
置
を
導
入
す
る
。
こ
れ

に
は
、
物
理
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
強
化
、
職
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト

変
更
、
従
業
員
教
育
、
ポ
リ
シ

ー
の
改
訂
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

従
業
員
の
教
育
と
訓
練
：
従
業

員
は
職
場
で
の
暴
力
に
対
す
る

対
策
や
対
応
方
法
に
つ
い
て
教

育
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
こ

れ
に
は
、
危
険
な
状
況
の
認
識

方
法
、
避
難
計
画
、
報
告
手
順

な
ど
が
含
ま
れ
る
。
24
年
７
月

１
日
ま
で
に
Ｗ
Ｖ
Ｐ
Ｐ
を
作
成

し
、
そ
の
説
明
を
行
う
研
修
が

必
須
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
研

修
は
少
な
く
と
も
１
年
に
１
度

実
施
す
る
義
務
が
あ
る
。

暴
力
事
件
の
報
告
と
対
応
：
職

場
で
の
暴
力
事
件
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
迅
速
に
報
告
し
、

適
切
な
対
応
を
取
る
た
め
の
明

確
な
手
順
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
、
被
害
者
へ
の

サ
ポ
ー
ト
、
事
件
の
記
録
、
再

発
防
止
策
の
検
討
が
含
ま
れ
ま

す
。

プ
ラ
ン
の
レ
ビ
ュ
ー
と
更
新
：

Ｗ
Ｖ
Ｐ
Ｐ
は
定
期
的
に
レ
ビ
ュ

ー
さ
れ
、
必
要
に
応
じ
て
更
新

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
常

に
最
新
の
情
報
と
ベ
ス
ト
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス
に
基
づ
い
て
対
策
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

▼
プ
ラ
ン
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト

（
モ
デ
ル
プ
ラ
ン)

は
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
の
下
記
の
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
。

https://www.dir.ca.gov/
dosh/PubOrder.asp#WVP

Ｗ
Ｖ
Ｐ
Ｐ
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
の
主

要
な
項
目

責
任
：
Ｗ
Ｖ
Ｐ
Ｐ
管
理
者
は
計

画
の
実
施
と
維
持
に
責
任
を
持

ち
、
特
定
の
担
当
者
と
そ
の
役

割
を
明
確
に
す
る
。

従
業
員
の
積
極
的
な
関
与
：
従

業
員
と
そ
の
代
表
が
計
画
の
策

定
と
実
施
に
関
与
し
、
定
期
的

な
安
全
会
議
を
開
催
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。 

従
業
員
の
遵
守
：
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
規
則
を
守
る
た
め
の
手
続

き
、
違
反
に
対
す
る
懲
戒
措
置

な
ど
を
含
む
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
：
経
営

陣
と
従
業
員
の
間
で
の
継
続
的

な
情
報
共
有
、
暴
力
事
件
の
報

告
手
段
、
緊
急
時
の
連
絡
方
法

な
ど
を
明
示
す
る
。

他
の
雇
用
者*
と
の
連
携
：
他

の
雇
用
者
と
計
画
の
実
施
を
調

整
し
、
暴
力
事
件
の
記
録
を
共

有
す
る
。

山
口 

憲
和

MBA, SHRM-SCP
Philosophy LLC President
www.919usa.com

（
１
）
Ｗ
Ｖ
Ｐ
Ｐ
（Workplace 

Violence Prevention Plan

／
職
場
暴
力
防
止
計
画
）
の
概

要プ
ラ
ン
作
成
期
限
と
研
修
の
期

限
：
２
０
２
４
年
７
月
１
日
ま

で
に
プ
ラ
ン
作
成
と
研
修
を
行

う
義
務
が
あ
る
。

対
象
と
な
る
企
業
：
対
象
と
な

る
企
業
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

内
に
て
職
場
で
10
名
以
上
が
仕

事
を
す
る
可
能
性
の
あ
る
職

場
、
あ
る
い
は
小
売
業
や
レ
ス

ト
ラ
ン
等
公
に
オ
ー
プ
ン
に
な

っ
て
い
る
企
業
は
対
象
企
業
で

あ
る
。

危
険
の
評
価
：
雇
用
主
は
、
第

一
に
職
場
で
の
暴
力
の
リ
ス
ク

和
牛
の
美
味
し
さ
Ｐ
Ｒ

Ｎ
Ｙ
で
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス

　

日
本
の
食
・
文
化
・
人
を
結

び
つ
け
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

チ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
魅
力
を
発
信
し
続
け

る
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
が
21
日
、

WAGYU MASTER USA INC

と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
輸
出
支
援
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
在
Ｎ
Ｙ
日

本
国
総
領
事
館
、
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ

Ｙ
事
務
所
）
と
の
共
催
で
、
和

牛
の
魅
力
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

に
発
信
す
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ

ン
ト
「
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
×
和

牛
フ
ェ
ス
」
を
開
催
し
た
。

　

会
場
は
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア

の
北
側
７
番
街
52
丁
目
か
ら
53

丁
目
で
午
前
10
時
か
ら
午
後
６

時
ま
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
で
賑
わ
っ
た
。

　

当
日
は
選
り
す
ぐ
り
の
和
牛

フ
ー
ド
を
提
供
す
る
６
つ
の
ベ

ン
ダ
ー
と
和
牛
に
ま
つ
わ
る
ス

テ
ー
ジ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
展
開
し

た
。
主
催
者
側
に
よ
る
と
日
系

と
米
系
の
和
牛
取
扱
事
業
者
が

連
携
し
て
和
牛
の
普
及
啓
発
を

行
う
観
点
か
ら
、
日
系
事
業
者

と
米
系
事
業
者
を
組
み
合
わ
せ

て
出
店
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
事

業
者
だ
け
で
な
く
、フ
ロ
リ
ダ
、

テ
キ
サ
ス
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

か
ら
も
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

　

出
店
し
た
の
は
、
４
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
・
プ
ラ
イ
ム
・
リ
ブ
×

和
牛
マ
ン
、
ミ
ー
ト
・
Ｎ
・
ボ

ー
ン
×
和
牛
マ
ス
タ
ー
、
ル
ー

ル
・
オ
ブ
・
サ
ー
ド
×
共
同
貿

易
、
ザ
・
サ
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・

カ
ン
パ
ニ
ー
・
プ
レ
ミ
ア
ム
ミ

ー
ト
・
イ
ン
・
テ
キ
サ
ス
×
和

牛
マ
ス
タ
ー
Ｕ
Ｓ
Ａ
、
ト
レ
ク

ス
・
タ
カ
モ
リ
・
ド
ラ
ン
ク
ン

和
牛
、
和
牛
オ
ン
・
ザ
・
ス
ト

リ
ー
ト
×
和
牛
マ
ス
タ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
の
６
社
グ
ル
ー
プ
。

　

会
場
で
は
午
後
１
時
か
ら
メ

イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
和
牛
の
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
シ
ョ
ー
が
あ
り
、
テ

キ
サ
ス
か
ら
来
た
ザ
・
サ
ム
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の

マ
イ
ケ
ル
・
ス
コ
ッ
ト
さ
ん
が

和
牛
部
位
の
説
明
を
カ
ッ
ト
し

な
が
ら
披
露
、
解
説
し
た
。

　

式
典
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
初
の
ア
ジ
ア
系
女
性
上
院
議

員
ア
ー
ウ
イ
ン
・
チ
ュ
ー
さ
ん
、

ル
イ
ス
・
セ
プ
ル
ベ
ダ
Ｎ
Ｙ
州

上
院
議
員
秘
書
の
エ
リ
ザ
ベ

ス
・
メ
イ
プ
ル
さ
ん
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
中
小
企
業
部
次
席
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
の
キ
テ
ィ
ー
・

チ
ャ
ン
氏
が
来
賓
と
し
て
登
壇

し
て
祝
辞
を
述
べ
、
日
本
サ
イ

ド
を
代
表
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
総
領
事
館
の
森
美
樹
夫
大

使
が
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

　

森
大
使
は
「
和
牛
と
は
、
日

本
で
生
ま
れ
育
っ
た
４
種
類
の

牛
を
指
し
ま
す
。和
牛
の
和
は
、

日
本
語
で
日
本
を
意
味
し
ま

す
。一
口
食
べ
る
と
柔
ら
か
く
、

口
の
中
で
と
ろ
け
る
よ
う
な
品

質
を
体
験
で
き
ま
す
。今
回
は
、

6
つ
の
ブ
ー
ス
で
、
日
米
の
和

牛
取
扱
事
業
者
が
連
携
し
、
和

牛
串
、
和
牛
丼
な
ど
の
美
味
し

い
和
牛
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で

ス
テ
ー
キ
と
し
て
食
べ
て
美
味

し
い
だ
け
で
な
く
、
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
や
ご
飯
と
一
緒
に
気
軽
に

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
和
牛
の

多
様
性
に
光
を
当
て
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
日
は

ぜ
ひ
、
和
牛
メ
ニ
ュ
ー
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
和
牛
の
素
晴
ら
し

さ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

和
牛
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

会場の特設ステージで披露された和牛カッティング・デモンストレーション

挨拶する森大使

日米６業者チーム
バーガーや和牛丼
手軽さ訴え

https://www.hondag.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.dir.ca.gov/dosh/PubOrder.asp#WVP
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ゼ
ラ
チ
ン
ス
ー
プ

た
っ
ぷ
り
の
塩
ラ
ー
メ
ン

冷
や
し
た
ぬ
き
蕎
麦

海
老
天
丼

【
天
丼
た
れ
】

　

家
庭
で
は
め
ん
つ
ゆ
を
温
め

て
か
け
る
だ
け
で
も
美
味
し
く

い
た
だ
け
ま
す
が
、
お
店
の
味

に
近
づ
け
る
に
は
そ
れ
に
ひ
と

工
夫
が
必
要
で
す
。

１
０
０
ｃ
ｃ（
で
き
あ
が
り
量
）

水　
　
　
　
　
　
　

大
さ
じ
３

め
ん
つ
ゆ
（
２
倍
濃
縮
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
さ
じ
３

醤
油　
　
　
　
　
　

大
さ
じ
１

【
作
り
方
】

　

蕎
麦
を
茹
で
て
冷
水
と
氷
で

冷
や
し
て
お
皿
に
、
め
ん
つ
ゆ

を
た
っ
ぷ
り
か
け
て
具
を
盛
り

付
け
ま
す
。
ど
れ
も
冷
え
た
ビ

ー
ル
が
美
味
し
さ
を
引
き
立
た

せ
ま
す
よ
！

女
子
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
山
崎
五
紀
の
お
店

東
京
老
舗
の
天
丼
の
味
を
Ｎ
Ｙ
で

　

今
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ

は
、
日
本
の
女
子
プ
ロ
レ
ス
黄

金
時
代
に
そ
の
名
を
刻
ん
だ
Ｊ

Ｂ
エ
ン
ジ
ェ
ル
ズ
の
山
崎
五
紀

さ
ん
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
経
営

す
る
五
助
レ
ス
ト
ラ
ン
の
名
物

天
丼
を
家
庭
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
ご

紹
介
し
ま
す
。
そ
し
て
ゼ
ラ
チ

ン
た
っ
ぷ
り
の
塩
ラ
ー
メ
ン
、

夏
を
涼
し
く
い
た
だ
く
冷
や
し

【材料】　
車海老 ..................５尾
サーモン ..........１切れ
赤ピーマン ......１切れ
さやえんどう ......１本
にんじん ..........１切れ
ごはん　

【材料】　
胡瓜 ........................................３切れ
卵焼き ....................................２切れ
蒲鉾 ........................................２切れ
ミックスベジタブル ..... 100グラム
大根おろし .................... 100グラム
わさび ........................................少々
昆布巻き ................................１切れ
天かす　 ............お茶碗に１杯ほど
蕎麦　　１人前
つゆ　出汁 3に対しみりん 1と醤油
1　みりんは別の鍋でアルコールを
飛ばす。（めんつゆの割合の出汁を
2にして濃いめにすると応用ができ
ます。水で薄めてそーめんつゆや砂
糖を足して調節すれば煮物にも使え
ます）。

【材料】　
わかめ ..........大さじ１
焼き豚 ..................２枚
ねぎ ......................少々
レモン ..............１切れ
海苔 ......................２枚
麺 ..........................１玉
ゆで卵 ..................半分

砂
糖　
（
も
し
く
は
ざ
ら
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
さ
じ
１　

（
お
好
み
に
合
わ
せ
て
こ
ぶ
、

お
か
か
、
し
い
た
け
、
み
り
ん

な
ど
も
調
合
可
）

【
作
り
方
】

　

油
の
温
度
は
１
８
０
度
。
車

海
老
か
ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー
の

海
老
に
打
ち
粉
を
つ
け
て
冷
水

で
溶
か
し
た
天
ぷ
ら
粉
に
潜
ら

せ
て
油
に
い
れ
約
４
分
。
天
か

す
の
花
を
寄
せ
て
天
丼
が
華
や

か
に
な
る
よ
う
に
揚
げ
る
の
が

コ
ツ
。

　

花
を
咲
か
せ
る
の
は
海
老
５

本
を
い
っ
ぺ
ん
に
入
れ
同
じ
時

間
で
揚
げ
る
。　

野
菜
も
４
分

ほ
ど
揚
げ
る
。

　

ご
は
ん
に
天
つ
ゆ
を
か
け
て

盛
り
付
け
る
。

【
ス
ー
プ
の
材
料
】

ラ
ー
メ
ン
の
出
汁
の
お
野
菜
は

に
ん
じ
ん

玉
ね
ぎ

干
し
椎
茸

生
姜

に
ん
に
く

【
作
り
方
】

　

ス
ー
プ
を
温
め
、
別
の
鍋
で

麺
を
茹
で
る
。
麺
の
硬
さ
は
お

好
み
で
。
盛
り
付
け
て
か
ら
熱

い
う
ち
に
食
べ
る
の
が
美
味
し

く
い
だ
だ
く
秘
訣
で
す
。

た
ぬ
き
蕎
麦
の
３
品
を
同
店
の

キ
ッ
チ
ン
シ
ェ
フ
、
ヘ
ン
リ
ー

さ
ん
に
作
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
同
店
は
夏
場
、
平
日
は
22

時
の
キ
ッ
チ
ン
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ

ー
後
も
深
夜
0
時
ま
で
レ
ス
ト

ラ
ン
内
の
バ
ー
を
営
業
中
。
ご

主
人
の
永
井
勇
巳
さ
ん
の
寿
司

バ
ー
も
人
気
で
す
。

GOSUKE
Henn na Hotel New York

 235 W 35th St, 
New York, NY 10001

 (646) 861-1741
https://gosukerestaurant.com/
日曜定休　11:45-22:00

山
崎
五
紀
さ
ん

ヘ
ン
リ
ー
さ
ん

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
https://gosukerestaurant.com/
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　今回ご紹介するのは、Fan Fried Rice Bar です。その名の通りの炒飯
専門店がまさか Williamsburg にできるなんて！中に入ってみるともの
すごくクリーンでスッキリとしたインテリア。炒飯がメインの店では
ありますが、台湾のおつまみも色々とあり、どれも大変おいしいです。
アメリカではあまり見かけない台湾ビールもありました！あたしゃこ
のビールが好きでねえ。
　調べてみると Bed-Stuy にあったお店が移転したそうで。最近ブルッ
クリンにもかなりレベルが高いアジア食が増えてきていて地元民とし
ては大変嬉しく、どんどん生活しやすくなっていく実感があります。
　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事
の異動で東京から NYへ移住。日本食スーパーで社員として働きなが
ら趣味で漫画を描いていたら楽しくなってしまい 2021年に退職、漫
画家として本格的に活動を開始。2023年現在ブルックリン区在住。単
行本発売中！（Instagram:@Yamamotoinnyc）

【9】

■Paramount+ Movie 
Nights in Brooklyn Hosted 
by Brooklyn Magazine

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
内
の
４
か

所
（
フ
ォ
ー
ト
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
、
プ
ロ
ス
ペ
ク
ト
パ
ー

ク
、
マ
ッ
カ
レ
ン
パ
ー
ク
、
コ

ニ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ビ
ー
チ
）

で
、
毎
週
木
曜
の
日
没
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
無
料
の
映
画
上
映

会
。
今
年
の
新
企
画
と
し
て
、

同
イ
ベ
ン
ト
参
加
登
録
者
に
ポ

ッ
プ
コ
ー
ン
を
無
料
で
提
供
す

る
（
先
着
順
、
な
く
な
り
次
第

終
了
）。
各
会
場
の
上
映
作
品

な
ど
詳
細
はhttps://www.

bkmag.com/movies/

■Brooklyn Bridge Park 
Movies with a View

　

こ
ち
ら
も
毎
週
木
曜
の

夜
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ブ
リ
ッ

ジ
・
パ
ー
ク
の
ピ
ア
１
ハ
ー

バ
ー
ビ
ュ
ー
ロ
ー
ン
（ 80 

Furman St. Dumbo,

）
を
会

場
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
夏

の
無
料
映
画
上
映
会
。
芝
生
で

ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
し
な
が
ら
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
夜
景
や
ガ
バ

ナ
ー
ズ
島
の
灯
り
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

の
風
景
に
囲
ま
れ
て
映
画
が

楽
し
め
る
。
開
場
は
午
後
５

時
、
日
没
後
に
上
映
開
始
、
10

時
30
分
終
了
。
８
月
29
日
ま

で
。
上
映
作
品
は
、
８
月
１

日
「
ク
リ
ー
ド　

チ
ャ
ン
プ

を
継
ぐ
男
（Creed

）」、
８
日

「Go!Go!

チ
ア
ー
ズ
（But I’m 

A Cheerleader

）」、
15
日
「
ド

ラ
キ
ュ
ラ
（Bram Stoker’s 

夏
の
ア
ウ
ト
ド
ア
無
料
映
画
上
映
会

Dracula

）」、
22
日
「
ア
メ
リ

カ
ン
・
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
（The 

Am
erican President

）」、

シ
ー
ズ
ン
最
終
日
の
29
日
は

３
つ
の
映
画
か
ら
投
票
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
作
品
が
上

映
さ
れ
る
。
詳
細
はhttps://

brooklynbridgepark.org/
events/m

ovies-with-a-
view/

Photo-Credit-Etienne-Frossard
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全
世
界
的
に
「
ソ
バ
ー
キ
ュ

リ
ア
ス
」
と
い
う
言
葉
が
広
が

り
だ
し
て
い
る
ら
し
い
。「
敢
え

て
お
酒
を
飲
ま
な
い
」。つ
ま
り
、

「
お
酒
を
飲
ま
な
い
」
こ
と
が
、

か
っ
こ
い
い
ら
し
い
。

　

ソ
バ
ー
キ
ュ
リ
ア
ス
は

「sober

（
シ
ラ
フ
）」と「curious

（
好
奇
心
）」
が
組
み
合
わ
さ
っ

た
造
語
で
、
意
訳
す
る
と
「
シ

ラ
フ
へ
の
好
奇
心
」
と
い
う
意

味
で
、
全
人
口
の
２
割
を
占
め

る
Ｚ
世
代
を
中
心
に
受
け
て
い

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
。

　

そ
の
結
果
、
ワ
イ
ン
を
含
め

て
全
世
界
で
お
酒
の
消
費
量
が

減
っ
て
い
る
と
日
本
で
は
、
デ

ー
タ
も
含
め
て
今
年
の
６
月
22

日
の
日
経
新
聞
に
も
書
か
れ
て

い
る
。

　
「
お
酒
大
好
き
」
な
わ
た
し

は
、
家
で
も
飲
む
し
、
外
で
も

友
人
達
と
飲
み
に
行
く
。「
本
当

か
な
あ
」
と
思
い
な
が
ら
、
飲

食
店
関
係
の
メ
ン
バ
ー
に
尋
ね

て
み
た
。
返
っ
て
き
た
言
葉
は

「
本
当
で
す
よ
」
と
の
こ
と
。
そ

し
て
、
彼
ら
か
ら
教
え
て
も
ら

っ
た
も
の
の
ひ
と
つ
は
、
飲
料

メ
ー
カ
ー
が
集
ま
る
展
示
会
の

話
。「
お
酒
の
試
飲
が
楽
し
み
で

行
っ
た
ら
、
お
酒
の
試
飲
が
減

っ
て
る
ん
で
す
。
今
、
日
本
の

各
メ
ー
カ
ー
が
力
を
入
れ
て
い

る
の
は
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
商

品
」「
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
が
ど
ん

ど
ん
美
味
し
く
な
っ
て
い
ま
す
」

確
か
に
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
行
く

と
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
ビ
ー

ル
に
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
ワ
イ

ン
な
ど
の
売
り
場
が
増
え
て
い

る
。「
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
ワ
イ

ン
っ
て
、
た
だ
の
ブ
ド
ウ
ジ
ュ

ー
ス
や
ん
！
」
と
、
わ
た
し
は

ツ
ッ
コ
ミ
た
く
な
っ
た
。(

笑)

　

一
方
で
、
質
重
視
の
ワ
イ
ン

な
ど
は
高
額
で
も
人
気
ら
し
い
。

比
較
的
家
計
に
余
裕
の
あ
る
富

裕
層
の
愛
飲
家
は
、「
量
で
な
く

質
を
重
視
す
る
時
代
に
な
っ
た
」

と
分
析
す
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
オ

ー
ナ
ー
も
い
る
。

　

お
酒
だ
け
で
な
く
市
場
の
変

化
に
も
、
こ
れ
か
ら
も
注
目
し

て
い
き
た
い
。
大
谷
由
里
子
：

１
９
６
３
年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。

吉
本
興
業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経

て
、
人
材
活
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
。「
笑
い
」
を
取
り
入
れ
た
人

材
育
成
が
話
題
に
。
著
書
に「
元

気
セ
ラ
ピ
ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
ズ
）」「
は
じ
め
て
講
師
を

頼
ま
れ
た
ら
読
む
本
（
中
経
出

版
）」
な
ど
多
数
。

ソ
バ
ー
キ
ュ
リ

ア
ス
の
若
者
達

https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://www.jwsny.org
mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://www.bkmag.com/movies/
https://brooklynbridgepark.org/events/movies-with-a-view/
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先
日
、
知
人
か
ら
「
次
の
金

曜
に
会
い
に
行
き
ま
す
ね
」
と

言
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
日
か
ら

３
日
後
の
金
曜
に
知
人
を
迎
え

る
準
備
を
し
て
待
っ
て
い
た

ら
、
待
て
ど
暮
ら
せ
ど
姿
を
見

せ
ず
。
１
時
間
ほ
ど
待
っ
て
か

ら
「
今
日
は
来
ら
れ
な
く
な
っ

た
の
？
」と
テ
キ
ス
ト
し
た
ら
、

「
行
く
の
は
来
週
の
金
曜
だ
よ
。

『
次
の
金
曜
』
と
言
っ
た
は
ず

よ
」
と
の
こ
と
。
そ
う
か
、「
次

の
」
と
言
っ
た
ら
翌
週
の
こ
と

な
の
か
、い
や
、そ
う
な
の
か
？ 

と
そ
の
日
は
し
ば
ら
く
モ
ヤ
モ

ヤ
し
た
心
の
中
の
わ
だ
か
ま
り

が
残
っ
た
。
こ
れ
は
知
人
と
私

の
「
次
の
金
曜
」
の
定
義
が
違

っ
て
い
た
こ
と
に
原
因
が
あ

り
、
対
応
策
と
し
て
私
は
「
次

の
金
曜
と
い
う
こ
と
は
３
日
後

ね
」
と
言
う
か
、も
し
く
は
「
○

月
○
日
の
金
曜
ね
」
と
確
認
す

れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
。今
後
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑

に
取
り
違
い
な
く
行
う
た
め
に

ど
の
人
と
も
そ
う
し
よ
う
と
思

っ
た
出
来
事
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が

本
書
『「
何
回
説
明
し
て
も
伝

わ
ら
な
い
」
は
な
ぜ
起
こ
る
の

か
？
認
知
科
学
が
教
え
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
と
解

決
策
』
で
あ
る
。
私
た
ち
が
抱

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

困
り
ご
と
に
つ
い
て
、
認
知
科

学
と
心
理
学
の
視
点
か
ら
、
わ

か
り
や
す
く
そ
の
本
質
と
解
決

策
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。

　

本
書
に
よ
る
と
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
「
言
語
を
理

解
す
る
力
」「
文
脈
を
把
握
す

る
力
」「
記
憶
す
る
力
」「
思
い

出
す
力
」「
想
像
す
る
力
」
と

い
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
認
知
の
力

に
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
認
知
科
学
の
ほ
か
、
言
語

心
理
学
、
発
達
心
理
学
な
ど
を

専
門
と
す
る
著
者
は
、「
人
は

ど
う
聞
き
逃
し
、
都
合
よ
く
解

釈
し
、
誤
解
し
、
忘
れ
る
の
か

を
知
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
う

し
た
特
徴
を
持
つ
人
間
同
士

が
、
そ
れ
で
も
伝
え
合
え
る
よ

う
に
考
え
る
こ
と
が
良
い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
は

不
可
欠
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

子
ど
も
に
「
２
分
の
１
」
を

理
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
時
、
よ

く
ピ
ザ
や
ホ
ー
ル
ケ
ー
キ
を
半

分
に
し
た
絵
が
使
わ
れ
る
が
、

そ
れ
が
四
角
い
も
の
や
細
長
い

も
の
、
バ
ケ
ツ
の
水
な
ど
、
形

状
が
全
く
違
う
場
合
は
ど
う
だ

ろ
う
。
そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち

は
「
等
し
く
２
つ
に
分
け
る
」

こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
半
分
に
す
れ
ば
い
い
の
。
普

通
わ
か
る
で
し
ょ
」
と
い
う
の

は
大
人
の
発
想
で
あ
る
。

　

ま
た
、
私
の
よ
う
に
大
人
の

世
界
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
ま
づ
く
原
因
と
し
て
、

知
っ
て
お
く
べ
き
前
提
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
人
は
そ
れ
ぞ
れ

ス
キ
ー
マ
を
持
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。
ス
キ
ー
マ
と
は
認

知
心
理
学
に
お
い
て
用
い
ら
れ

る
言
葉
で
、
人
間
が
経
験
の
積

み
重
ね
に
よ
り
獲
得
す
る
、
限

ら
れ
た
情
報
か
ら
理
解
す
る
た

め
の
枠
組
み
の
こ
と
。
専
門
的

な
職
業
や
特
殊
な
趣
味
を
持
っ

て
い
る
人
た
ち
同
士
で
な
い
と

相
手
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が
す

ぐ
理
解
で
き
な
い
よ
う
に
、
人

は
誰
し
も
ス
キ
ー
マ
を
持
っ
て

い
て
、
思
考
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

で
常
に
稼
働
し
て
い
る
。
あ
る

人
に
と
っ
て
の
「
わ
か
っ
た
」

は
、
あ
く
ま
で
そ
の
人
の
ス
キ

ー
マ
を
通
し
て
の
も
の
。
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ず
れ
は
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ

て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　

上
司
や
部
下
・
同
僚
、
取
引

先
と
も
っ
と
円
滑
に
仕
事
を
進

め
た
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
、

指
導
法
を
学
び
日
々
工
夫
し
て

子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
っ
て
い

る
教
員
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
子
ど

も
、
友
人
や
近
隣
住
人
と
の
関

係
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
人
な

ど
に
向
け
、
新
し
い
視
点
と
考

え
方
、
そ
し
て
実
際
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
を
提
案

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
高
田
由
起
子
）

 「話せばわかる」は幻想かもしれない
今井むつみ・著

 日経 B P・刊

■キネマの天使   メロドラマの日（赤川次郎、講談社文庫）
映画の撮影現場で、映像に関わるすべてを記録し、管理す
るスクリプターの東風亜矢子は、いい映画を作るため、正
木監督の無茶なリクエストに応えて奔走する日々。だが今
回は資金調達が難航し撮影に入れない。頭を抱える監督の
前に高校時代の憧れの同級生が現れる。人気ミステリー第
２弾。■グリフィスの傷（千早茜、集英社）グリフィス
の傷とは、整形時にガラスの表面にできる原子レベルの
傷のこと。本書は、からだに刻まれた「傷」をとらえた短
編10作から「癒える」とは何かを問いかける短編小説集。
からだは傷みを忘れない。たとえ肌がなめらかさを取り
戻そうとも。■けんごの小説紹介（けんご、KADOKAWA）
小説紹介クリエイターけんごが100年以上前に発表され
た作品から、近年刊行されたばかりの新刊までのミステ
リー・恋愛・ホラー・SFなど、88冊の多種多様な小説を
厳選して紹介する。人気小説家、東野圭吾・凪良ゆうとの
対談も収録。■くろねこカフェのおやつ　午後三時の蜂蜜
トースト（高橋由太、角川文庫）海を望む古民家風の「く
ろねこカフェ」には、寡黙な男性店主の谷中景がふるまう

「くろねこのおやつ」がある。それは景の妹・風花が社長
を務める葬儀会社のサービスの一種で、葬式の後日、故人
の「思い出のおやつ」を招待客にふるまうというもの。そ
んなある日、担当した故人からおやつの招待状が届く。■平安王朝と源平武
士（桃崎有一郎、ちくま新書）清少納言や和泉式部が仮名文学で雅な貴族の
世界を描いていた裏には、暴力が支配する武士の世界があり、その雅な世界
は武士による収奪によって成り立っていた。血の入れ替えと殺し合いで、源
氏と平氏が武士の代表格になっていく背景を描く。■海を破る者（今村翔吾、
文藝春秋）かつては源頼朝から「源、北条に次ぐ」と言われた伊予の名門・
河野家は一族の内紛により、今は見る影もなく没落していた。なぜ、人と人
は争わねばならないのか？日本史上最大の危機である元寇に、没落御家人が
御家復興のために立つ。アジア大陸最強の帝国の侵略を退けた立役者・河野
通有が対峙する一族相克の葛藤と活躍を描いた歴史大河小説。（高橋冨美枝）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

映
画
の
裏
に
名
探
偵
あ
り
。
傷
を
め
ぐ
る
物
語
を
通
し
て「
癒
え
る
」と
は
何
か
を
問
う
。

小
説
紹
介
ク
リ
エ
イ
タ
ー
が
推
薦
す
る
88
冊
。
お
や
つ
を
通
し
て
描
か
れ
る
切
な
く
優
し

い
物
語
。
雅
な
世
界
の
裏
に
あ
る
も
の
と
は
。
葛
藤
と
活
躍
の
歴
史
大
河
小
説
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

妖
精
の
住
む
森
に
入
り
こ
ん

だ
男
女
と
、
ア
テ
ネ
公
爵
の
結

婚
式
で
披
露
す
る
芝
居
を
準
備

す
る
職
人
た
ち
。
そ
こ
で
妖
精

の
王
が
妖
精
パ
ッ
ク
に
「
目
覚

め
て
最
初
に
目
に
し
た
人
に
恋

を
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
魔
法

の
花
の
汁
を
か
け
る
よ
う
に
い

う
が
、
パ
ッ
ク
は
か
け
る
相
手

を
間
違
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
、

さ
あ
、
た
い
へ
ん
！ 

若
い
貴

族
の
カ
ッ
プ
ル
２
組
が
ド
タ
バ

タ
の
喜
劇
を
繰
り
広
げ
る
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
劇
作
家
、

詩
人
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
・
ル

ネ
サ
ン
ス
演
劇
を
代
表
す
る
ウ

ィ
リ
ア
ム
・
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
（
１
５
６
４
〜
１
６
１
６
）

の
有
名
な
作
品
『
夏
の
夜
の

夢
（A Midsummer Night’s 

Dream

）』
を
英
語
と
日
本
語

で
読
め
る
。
Ｃ
Ｄ
付
き
英
語

本
、日
本
語
対
訳
ガ
イ
ド
付
き
。

「Night and silence - W
ho 

is here? W
eeds of Athens 

he doth wear

」
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
の
セ
リ
フ
の
美
し
さ
や
心

地
よ
い
リ
ズ
ム
の
楽
し
さ
が
、

夢
の
世
界
に
誘
う
物
語
。見
て
、

聴
い
て
、
日
本
語
で
読
ん
で
理

解
す
る
、
親
子
で
シ
ェ
イ
ク
ス

ピ
ア
を
楽
し
め
る
本
。（
高
田
）

親
子
で
楽
し
む
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

 『夏の夜の夢』
作：シェイクスピア　絵： 蟹江 杏
ラボ教育センター　2017 年

http://www.easeny.com/
https://www.takesushi.us/
https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
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繊
細
な
光
沢
が
水
の
よ
う

に
、
見
る
だ
け
で
心
を
和
ま
せ

る
。
透
明
感
が
あ
り
、
爪
先
を

優
し
く
輝
か
せ
、
女
性
ら
し
い

手
元
の
魅
力
を
引
き
出
す
ジ
ェ

ル
ネ
イ
ル
。
こ
の
夏
、
サ
ロ
ン

で
お
勧
め
の
３
つ
の
ジ
ェ
ル
ネ

イ
ル
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
日
本
で
今
爆
発
的
に

人
気
な
の
が
、「
微
粒
子
マ
グ

ネ
ッ
ト
ネ
イ
ル
」
で
す
。
ど
こ

か
光
を
閉
じ
込
め
た
よ
う
な
透

明
感
と
奥
行
き
、
そ
し
て
プ
ル

プ
ル
の
ゼ
リ
ー
の
よ
う
な
、
繊

細
な
輝
き
と
シ
ア
ー
な
色
合
い

が
特
徴
で
す
。
肌
な
じ
み
の
良

い
ス
キ
ン
カ
ラ
ー
や
、
淡
い
グ

レ
ー
ジ
ュ
、
く
す
み
ピ
ン
ク
な

ど
大
人
っ
ぽ
い
色
合
い
が
魅
力

的
で
す
。
一
色
塗
る
だ
け
で
、

お
客
様
も
見
惚
れ
る
ほ
ど
の
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
質
感
が
漂
い

ま
す
。
日
本
で
は
品
薄
状
態
が

続
き
入
荷
待
ち
の
カ
ラ
ー
も
出

て
い
ま
す
。

　

次
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
の
は
、「
プ
ラ
チ
ナ
マ
グ
ネ

ッ
ト
ネ
イ
ル
」
で
す
。
ま
る
で

プ
ラ
チ
ナ
の
よ
う
に
輝
く
白
い

マ
グ
ネ
ッ
ト
粒
子
が
、
透
明
感

の
あ
る
ジ
ェ
ル
カ
ラ
ー
の
中
で

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
ま
す
。
こ
の

ネ
イ
ル
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
感
と

マ
グ
ネ
ッ
ト
の
奥
行
き
感
を
兼

ね
備
え
て
お
り
、
指
先
に
マ
グ

ネ
ッ
ト
を
集
め
た
り
、
全
体
に

浮
き
上
が
ら
せ
た
り
す
る
こ
と

で
、
指
を
動
か
す
た
び
に
表
情

が
変
わ
り
、
美
し
さ
と
上
品
さ

を
演
出
し
ま
す
。

　

最
後
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、

「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ネ
イ
ル
」
で
す
。

カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
よ
う

な
光
を
当
て
る
と
強
く
反
射

し
、
桁
違
い
の
キ
ラ
キ
ラ
感
が

出
る
ネ
イ
ル
で
す
。
ジ
ェ
ル
に

は
反
射
グ
リ
ッ
タ
ー
が
含
ま
れ

て
お
り
、
光
の
加
減
に
よ
っ
て

輝
き
が
変
わ
る
の
が
特
徴
で

す
。
お
部
屋
の
中
で
は
控
え
め

な
が
ら
上
品
な
ラ
メ
ネ
イ
ル
の

よ
う
に
見
え
る
の
で
、
普
段
使

い
に
も
ぴ
っ
た
り
。
フ
ッ
ト
ネ

イ
ル
に
施
し
て
も
お
洒
落
な
カ

ラ
ー
で
す
。
弊
サ
ロ
ン
で
は
、

流
行
の
早
い
日
本
発
売
の
新
色

カ
ラ
ー
を
い
ち
早
く
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
取
り
寄
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
夏
、
ぜ
ひ
お
気
に
入
り
の

カ
ラ
ー
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
のYukie 

Natori New York Salon 

＆ 
Spa　

代
表
。
東
京
、
銀
座
で

ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経
営
し
日

米
を
行
き
来
し
な
が
ら
ト
ー
タ

ル
な
美
を
提
供
し
て
い
る
。

こ
の
夏
お
勧
め
の
ジ
ェ
ル
ネ
イ
ル
３
選

羽
ば
た
く
パ
ワ
ー
を
Ｎ
Ｙ
で
充
電
中

　

２
０
１
５
年
に
東
京
で
メ
イ

ク
ア
ッ
プ
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
独
立
し
た
赤
松
美
咲
さ
ん

は
、
国
立
愛
媛
大
学
を
卒
業
す

る
ま
で
地
元
の
愛
媛
で
育
っ

た
。
県
内
の
理
容
美
容
学
校
通

信
コ
ー
ス
を
卒
業
し
国
家
美
容

資
格
を
取
得
、
２
０
１
２
年
に

は
坂
本
龍
一
（
故
人
）
や
松
田

聖
子
の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
を
担
当

し
た
業
界
で
は
有
名
な
東
京
の

嶋
田
ち
あ
き
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア

カ
デ
ミ
ー
を
卒
業
。
そ
の
頃
か

ら
、
自
分
も
い
つ
か
東
京
に
拠

点
を
移
し
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑

誌
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、

企
画
デ
ザ
イ
ン
会
社
や
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
で
働

き
な
が
ら
、
広
告
写
真
用
の
メ

イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
も
活
躍
。
携
わ
っ
た
Ｃ
Ｍ

撮
影
の
作
品
は
Ａ
Ｃ
Ｃ
賞
を
数

多
く
受
賞
し
た
。
そ
の
頃
、
雑

誌
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｅ 

、
ヴ
ォ
ー
グ
な

ど
で
活
躍
す
る
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
松
井
里
加
氏
に

憧
れ
た
。
嶋
田
ち
あ
き
メ
イ
ク

ア
ッ
プ
ス 

ク
ー
ル
に
通
う
た

め
に
何
度
か
上
京
し
て
い
た
タ

イ
ミ
ン
グ
で
松
井
さ
ん
に
Ｄ
Ｍ

を
送
る
と
、
東
日
本
大
震
災
後

の
２
０
１
４
年
に
松
井
さ
ん
が

復
興
支
援
と
し
て
主
催
し
て
い

る
岩
手
県
大
槌
町
の
「
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
誘

わ
れ
た
。「
松
井
さ
ん
の
メ
イ

ク
、
手
の
動
き
、
た
た
ず
ま
い

は
本
当
に
美
し
く
、
間
近
で
見

る
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で
し

た
」。
独
立
と
同
時
に
し
ば
ら

く
し
た
ら
東
京
に
も
拠
点
を
構

え
る
こ
と
を
決
め
て
い
た
こ
ろ

松
井
さ
ん
か
ら
東
京
で
活
動
す

る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

た
。
有
名
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
で

活
躍
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

は
、
海
外
で
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

活
動
経
験
者
が
多
い
こ
と
を
教

え
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
時
、
海

外
に
出
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一

つ
だ
と
感
じ
た
。「
映
画
を
や

り
た
い
な
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ら
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
」
と
勧
め
ら
れ
、
迷
わ

ず
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
選
ん
だ
。

２
０
２
２
年
の
夏
に
３
か
月
だ

け
滞
在
し
た
。
Ｎ
Ｙ
で
活
躍
し

て
い
る
日
本
人
の
写
真
家
や
メ

イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

Ｎ
Ｙ
で
の
活
動
に
つ
い
て
聞
い

た
。
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は

真
面
目
で
繊
細
な
技
術
を
持
っ

て
い
る
人
が
多
い
の
で
信
頼
さ

れ
て
い
る
と
い
う
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
へ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
も
高

い
。
Ｎ
Ｙ
の
街
も
文
化
も
刺
激

的
だ
っ
た
。
帰
国
し
て
２
か
月

後
に
再
び
来
米
。
現
在
は
自
分

な
り
に
見
聞
と
体
験
を
広
め
、

将
来
に
備
え
て
い
る
と
こ
ろ

だ
。「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
き
は

突
然
決
め
た
よ
う
に
見
え
る
。

で
も 

長
い
時
間
を
か
け
て
、

感
覚
的
に
自
分
で
そ
の
道
を
選

ん
で
き
た
。
向
か
う
べ
き
道
を

楽
し
み
な
が
ら
選
ん
で
進
ん
で

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
） 

赤松　美咲さん
メイクアップアーティスト

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://www.idocenter.com
http://jmart-usa.com/en/
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東
京
都
小
金
井
市
に
あ
る
帰

国
生
受
け
入
れ
校
の
国
際
基
督

教
大
学
高
等
学
校
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
高

校
／
中
嶌
裕
一
校
長
）
が
、
高

校
生
活
の
様
子
や
授
業
内
容
、

卒
業
後
の
進
路
、
そ
し
て
入
試

に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
学
校
説
明
会
・
相
談
会

を
Ｎ
Ｙ
・
Ｎ
Ｊ
地
区
で
開
催
す

る
。
日
程
は
次
の
通
り
。

①
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
地
区　

８
月
24
日
（
土
）
午
後
２
時
20

分
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習

授
業
校
Ｗ
校
（Port Chester Middle School

）
に
て
。

② 

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
地
区　

８
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
か

ら
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学

校 （Rider University

）に
て
。

③ 

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
地
区　

８

月
26
日
（
月
）
午
前
10
時
か

ら
、Japan ICU Foundation 

1
階
イ
ベ
ン
ト
会
場
（475 

Riverside Drive, New York, 
NY 10115

）
に
て
。

　

同
校
の
教
育
や
生
徒
の
学
校

生
活
全
般
に
つ
い
て
の
「
全
体

説
明
会
」
と
希
望
者
の
み
、
１

組
５
〜
10
分
程
度
の
「
個
別

相
談
」
を
行
う
予
定
。
問
い

合
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル icuhs-rs@

icu.ac.jp

、
ま
た
は
電
話
81
・

４
２
２
・
33
・
３
４
０
（
国
際

基
督
教
大
学
高
等
学
校
・
帰
国

生
徒
教
育
セ
ン
タ
ー
）
ま
で
。

参
加
申
し
込
み
はhttps://

mirai-compass.net/usr/
icuhsh/event/evtIndex

か

ら
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://icu-h.ed.jp/admin/
nasession2024.html 

を
参

照
す
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｕ
高
校
が
説
明
・
相
談
会

8
月
24
、
25
、
26
日
に
Ｎ
Ｙ
地
区
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、岡
田
雅
彦
校
長
）
は
12
日
、

１
学
期
終
業
式
を
行
っ
た
。
１

学
期
は
ス
ク
ー
ル
ピ
ク
ニ
ッ
ク

や
運
動
会
、
初
等
部
５
・
６
年

生
の
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
へ
の
宿

泊
学
習
な
ど
の
学
校
行
事
、
委

員
会
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
そ
し
て

日
々
の
学
習
な
ど
を
通
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し

「
頑
張
っ
た
」
と
い
う
達
成
感

に
満
ち
た
児
童
生
徒
た
ち
の
表

情
が
見
ら
れ
た
。

　

児
童
代
表
の
言
葉
で
は
、
２

年
生
の
代
表
児
童
が
算
数
の
く

り
下
が
り
の
筆
算
を
苦
戦
し
な

が
ら
も
マ
ス
タ
ー
し
た
こ
と
、

運
動
会
の
リ
レ
ー
で
は
み
ん
な

と
協
力
し
て
練
習
し
て
バ
ト
ン

パ
ス
が
う
ま
く
な
っ
た
こ
と
等

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
た

こ
と
を
振
り
返
っ
た
。
ま
た
、

９
年
生
の
代
表
生
徒
は
１
学
期

を
終
え
、
運
動
会
の
表
現
実
行

委
員
と
な
り
作
り
上
げ
る
こ
と

の
難
し
さ
や
成
果
、
テ
ス
ト
勉

強
で
は
計
画
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
苦
手
科
目
克
服
へ
と
繋
が

る
こ
と
だ
と
振
り
返
っ
た
。

　

岡
田
校
長
は
、
１
学
期
間
が

大
変
充
実
し
た
生
活
だ
っ
た
こ

と
を
振
り
返
り
、
児
童
生
徒
に

向
け
「
１
学
期
の
学
び
を
し
っ

か
り
と
振
り
返
り
、
さ
ら
に
自

信
を
付
け
、
２
学
期
以
降
の
学

び
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
ま
た

「
夏
休
み
に
は
運
動
を
行
い
、

体
力
向
上
に
努
め
て
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

２
学
期
に
は
、
中
等
部
修
学

旅
行
や
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、
初
等
部
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
の
行
事
だ
け
で

な
く
、
現
地
校
と
の
学
校
間
交

流
や
ア
ー
ト
科
移
動
教
室
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

１
学
期
終
業
式

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

は
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
実

施
し
て
い
る
。
今
年
の
テ
ー

マ

は
「STEAM

（Science, 
Technology, Engineering, 
Art & Mathematics)

」。「
な

ん
だ
ろ
う
？
」
の
好
奇
心
溢
れ

る
活
動
や
作
っ
て
試
す
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　
３
〜
４
歳
の
す
い
か
グ
ル
ー

プ
は
、
粘
土
の
迷
路
に
挑
戦
し

た
。
ス
ト
ロ
ー
を
吹
い
て
ピ
ン

ポ
ン
玉
を
進
ま
せ
て
い
く
が
、

思
っ
た
方
向
に
進
ま
な
い
様
子

に
首
を
傾
げ
「
ど
う
や
っ
た
ら

い
い
か
な
」
と
立
つ
位
置
を
変

え
て
み
た
り
、
ス
ト
ロ
ー
の
角

度
を
変
え
て
み
た
り
と
自
分
た

ち
な
り
に
試
し
て
い
た
。
強
く

吹
い
た
り
そ
っ
と
吹
い
た
り
し

て
、
ピ
ン
ポ
ン
球
の
動
き
が
変

わ
る
の
に
一
喜
一
憂
。「
な
ん

で
動
く
ん
だ
ろ
う
？
」「
き
っ

と
、
お
腹
の
中
の
空
気
が
出
て

き
て
動
く
ん
だ
よ
！
」
と
、
大

発
見
を
し
た
子
ど
も
た
ち
は
満

面
の
笑
顔
だ
っ
た
。
夏
な
ら
で

は
の
水
遊
び
や
日
本
語
と
英
語

そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
の
ク
ラ
ス
も

充
実
し
て
い
る
。

こどものくに幼稚園

サマースクール実施中

　

体
育
館
に
集
ま
り
、

１
学
期
終
業
の
岡
田
校

長
の
話
を
聞
く
児
童
生

徒
た
ち

http://www.gwjs.org
https://www.diskyoto.com/
https://starchildny.com/
http://www.betteratmath.com
https://miray109.com/
https://artofhaiku.org/
https://mirai-compass.net/usr/icuhsh/event/evtIndex
https://icu-h.ed.jp/admin/nasession2024.html
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Ｑ　

幼
稚
園
の
子
供
を
連
れ
て

渡
米
し
、
初
め
て
幼
稚
園
に
入

れ
ま
し
た
が
、
毎
朝
幼
稚
園
に

行
く
時
に
泣
き
、
な
か
な
か
馴

染
め
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
慣
れ

る
と
は
思
う
の
で
す
が
、
親
と

し
て
何
か
出
来
る
こ
と
が
あ
る

で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

私
の
子
供
も
最
初
は
大
泣

き
し
、
困
っ
て
、
私
自
身
も
オ

ロ
オ
ロ
と
涙
を
流
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
様
子
を
見

て
い
た
方
か
ら
「
あ
な
た
が
ま

ず
子
離
れ
し
な
い
と
ね
。
大
丈

夫
、
み
ん
な
良
い
お
友
達
が
出

来
て
、
先
生
も
優
し
い
か
ら
安

心
し
て
ね
と
お
子
さ
ん
に
声
か

け
し
て
、
笑
っ
て
送
り
出
し
た

方
が
良
い
で
す
よ
」
と
ア
ド
バ

イ
ス
を
頂
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
ず
は
親
が
ニ
コ
ニ

コ
笑
顔
で
送
り
出
し
、「
大
丈

夫
！
」
と
子
供
を
送
り
出
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

私
は
全
く
言
葉
も
通
じ
な
い

環
境
に
置
か
れ
た
子
供
の
不
安

を
取
り
除
く
た
め
に
数
枚
の
カ

ー
ド
を
作
り
ま
し
た
。
絵
を
描

い
て
「
ト
イ
レ
に
行
き
た
い
」

「
マ
マ
に
電
話
し
て
」
な
ど
裏

に
英
語
で
書
き
、「
ト
イ
レ
に

行
き
た
い
時
や
困
っ
た
時
、
言

葉
が
通
じ
な
い
か
ら
こ
れ
を
先

生
に
見
せ
て
ね
」
と
子
供
に
持

た
せ
ま
し
た
。

　

入
園
初
期
、
暫
く
の
間
は
幼

稚
園
か
ら
許
可
を
頂
い
て
、
一

緒
に
登
園
し
て
子
供
を
見
守
る

こ
と
も
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。
程
な
く
私
の
子
供
は
環
境

に
慣
れ
て
泣
く
こ
と
は
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
園
で
は
言
葉
を

発
し
な
い
期
間
が
数
か
月
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
暫
く
し
て
日
本

人
の
子
供
が
入
園
し
て
き
て
、

先
生
の
指
示
を
日
本
語
で
そ
の

子
に
伝
え
た
そ
う
で
す
。
保
護

者
面
談
で
「
発
語
し
な
い
の
で

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
丈

夫
で
す
。
英
語
の
言
葉
を
聞
い

て
理
解
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
英
語
で
の
発
語
は
も

う
少
し
か
か
り
ま
す
が
心
配
い

り
ま
せ
ん
よ
」
と
先
生
か
ら
お

話
が
あ
り
、ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

園
で
は
プ
ー
ル
の
監
視
、
母

国
語
で
の
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
活
動
な
ど
保
護
者
が
参
加
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
あ

り
ま
す
。
つ
た
な
い
語
学
力
で

も
親
身
に
な
っ
て
助
け
て
く
だ

さ
る
現
地
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
親
同
士
、
友
達
の
輪

も
広
が
り
ま
す
。
臆
せ
ず
参
加

し
て
み
て
下
さ
い
。

　

お
子
さ
ん
の
帰
宅
後
は
園
で

の
話
を
ゆ
っ
く
り
と
聞
い
て
あ

げ
て
下
さ
い
。
楽
し
か
っ
た
こ

と
に
は
「
良
か
っ
た
ね
」、
嫌

だ
っ
た
こ
と
、
困
っ
た
こ
と
に

は
、
ま
ず
は
「
そ
う
な
ん
だ
」

と
聞
い
て
「
ど
う
し
た
ら
良
い

と
思
う
」
と
一
緒
に
考
え
て
あ

げ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
帰
宅

後
の
子
供
の
様
子
な
ど
、
気
に

な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
先
生
と
密

に
連
絡
を
取
る
と
先
生
も
園
内

で
気
に
か
け
て
様
子
を
見
て
対

処
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
で
す
。

　

ご
家
庭
で
は
日
本
語
の
絵
本

と
英
語
の
絵
本
を
読
み
聞
か
せ

し
て
、
日
本
語
と
英
語
の
橋
渡

し
を
し
て
あ
げ
る
と
良
い
で
し

ょ
う
。
半
年
位
過
ぎ
る
と
英
語

で
の
発
語
も
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
幼
児
期
の
日
本
語

も
大
切
で
す
。
家
庭
で
は
た
く

さ
ん
の
日
本
語
を
使
っ
て
お
子

さ
ん
に
話
し
か
け
て
、
ま
ず
は

日
本
語
の
語
彙
を
増
や
す
こ
と

を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。
腹
痛

や
頭
痛
を
訴
え
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
休
園
し
ゆ
っ
く
り
と
休
ま

せ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
先
生
に
ご
相
談
下

さ
い
。

　

お
母
さ
ん
は
、
ご
家
庭
で
お

子
さ
ん
が
一
日
に
１
回
で
も
笑

顔
を
見
せ
る
よ
う
な
、
お
子
さ

ん
が
楽
し
い
と
思
え
る
時
間
を

作
る
こ
と
を
心
掛
け
て
、
休
園

の
一
日
を
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

笑
顔
で
過
ご
し
て
下
さ
い
。
過

度
な
心
配
を
せ
ず
、
大
丈
夫
と

思
う
こ
と
で
心
に
ゆ
と
り
が
出

来
ま
す
。
笑
顔
で
お
子
さ
ん
を

も
う
暫
く
見
守
っ
て
あ
げ
て
下

さ
い
。

　
「
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生
母
の

会
」
で
は
、
帰
国
後
の
学
校
選

択
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
、
毎
年
「
母
親
が
歩
い
て

み
た
帰
国
生
の
た
め
の
学
校
案

内
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
編
入
情
報
を

は
じ
め
、
各
種
教
育
情
報
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

本欄への相談は 
フレンズ帰国生母の会
● ホームページから　 
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983年 10月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
のアドバイス、帰国子女入試・編入など、
海外生活教育相談を中心に活動している。

 フレンズ帰国生母の会        稲垣芙佐子相談員
滞在歴と滞在時の子供の年齢：アメリカ（長女）0～ 2歳、タイ（長女）3～ 6歳

初めての幼稚園に戸惑う子

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
15
日
、
学
校
で
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
の
対
策
を

打
ち
出
す
た
め
に
、
現
場
の
声

を
直
接
聞
く
た
め
の
リ
ス
ニ
ン

グ
・
ツ
ア
ー
を
開
始
し
た
。
教

室
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
ち

込
む
こ
と
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
若
者

に
与
え
る
影
響
に
強
い
懸
念
を

示
し
て
い
る
同
知
事
は
先
月
、

若
者
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
依
存
に
陥
り
や

す
い
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
利
用
し

た
ア
プ
リ
を
取
り
締
ま
る
米
国

発
の
州
法
「
セ
ー
フ
・
フ
ォ
ー
・

キ
ッ
ズ
」
を
承
認
し
た
。
こ
れ

ま
で
は
携
帯
電
話
の
使
用
を
禁

じ
る
か
否
か
は
各
学
区
に
委
任

し
て
い
た
が
、
成
果
が
出
て
い

な
い
と
し
、
同
ツ
ア
ー
の
皮
切

り
と
し
て
オ
ー
ル
バ
ニ
ー
郊
外

の
ギ
ル
ダ
ー
ラ
ン
ド
高
校
で
、

教
育
者
た
ち
と
の
円
卓
会
議
を

行
っ
た
。

　

会
議
後
に
会
見
を
行
っ
た
同

知
事
は
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
法
で
若
者
の
心
を
と
ら
え
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ス
タ
ー
に
な
っ
た
か
の

よ
う
な
気
分
を
か
き
た
て
、
勉

強
か
ら
注
意
を
そ
ら
さ
せ
て
い

る
。
大
人
で
も
難
し
い
の
に
、

子
供
た
ち
に
い
た
っ
て
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
離
れ
る
こ
と

が
ど
れ
だ
け
辛
い
か
想
像
で
き

な
い
。
こ
の
問
題
は
、
学
生
た

ち
、
保
護
者
、
学
校
職
員
、
だ

れ
の
せ
い
で
も
な
い
」
と
話
し

た
。
ピ
ュ
ー
研
究
所
の
調
査
で

は
、
高
校
の
教
師
の
72
％
が
生

徒
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
は

「
深
刻
な
問
題
」、
60
％
は
「
学

校
の
方
針
で
使
用
を
禁
止
す
る

こ
と
は
と
て
も
難
し
い
」
と
考

え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

Ｎ
Ｙ
市
教
育
局
の
デ
イ
ビ
ッ

ド
・
バ
ン
ク
局
長
も
昨
月
、
使

用
の
禁
止
を
検
討
し
て
い
る
と

述
べ
た
が
、
そ
の
後
詳
細
は
伝

え
て
い
な
い
。

学
校
で
の
ス
マ
ホ
問
題

Ｎ
Ｙ
州
知
事
が
調
査
実
施

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
日
本
人
学

校
（
校
長　

櫻
井
幹
也
）
は
11

日
午
後
、
Ｐ
Ｔ
Ｏ
主
催
の
夏
ま

つ
り
を
実
施
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ｏ
役

員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
保
護
者

が
事
前
に
準
備
の
打
ち
合
わ
せ

を
行
い
、
日
本
の
夏
ま
つ
り
の

雰
囲
気
を
少
し
で
も
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
企
画
。
子

供
た
ち
の
中
に
は
日
本
の
夏
ま

つ
り
の
経
験
が
少
な
い
子
も
お

り
、
夏
休
み
前
の
楽
し
い
午
後

と
な
っ
た
。

　

空
気
の
力
で
球
が
飛
ぶ
「
的

あ
て
」、
床
の
的
に
空
気
で
お

手
玉
を
飛
ば
す
「
お
手
玉
飛
ば

し
」、
穴
の
開
い
た
ボ
ー
ド
に

向
か
っ
て
新
聞
紙
で
作
成
し
た

槍
を
投
げ
る
「
や
り
な
げ
」
な

ど
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
点
数
を

競
い
あ
っ
た
。
ま
た
個
人
で
も

点
数
を
計
算
し
最
高
得
点
者
が

表
彰
さ
れ
た
。
タ
レ
ン
ト
シ
ョ

ー
で
は
、
児
童
生
徒
が
「
ル
ー

ビ
ッ
ク
キ
ュ
ー
ブ
」「
コ
ン
ト
」

「
ピ
ア
ノ
演
奏
」「
ダ
ン
ス
」
を

披
露
。
先
生
た
ち
は「
コ
ン
ト
」

と
「
合
唱
（
時
代
）」
を
披
露

し
た
。
日
頃
一
緒
に
過
ご
し
て

い
る
身
近
な
人
の
発
表
に
会
場

は
盛
り
上
が
っ
た
。
最
後
は
校

長
先
生
と
一
緒
に
「
く
じ
引
き

大
会
」
を
行
い
、
企
業
が
提
供

し
た
景
品
や
、
派
遣
の
先
生
方

の
配
偶
者
が
作
っ
た
小
物
な
ど

の
景
品
を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
と
白

熱
し
た
大
会
と
な
っ
た
。
終
業

式
・
夏
休
み
前
の
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

夏祭りを楽しむＮ
Ｊ
日
本
人
学
校

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

http://shidogakuin.com
http://www.jwsnj.org/
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com


応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi  cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

新俳句グランプリ 2024

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2024は、米国東部時間2024年1月1日12:00AMから2024年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2025年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。
 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2023年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称
略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補
作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示
す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となりま
す。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2025年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

北米伊藤園新俳句グランプリ2024　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

手
花
火
や
背
の
丸
く
な
り
丸
く
な
り 

森
柾
光
央  

Ｎ
Ｙ
州

耕
し
の
人
見
当
た
ら
ず
土
匂
ふ
　
　

岡
部
加
都
恵  

Ｎ
Ｊ
州

父
ひ
と
り
冷
や
し
中
華
の
ハ
ム
刻
み
　
　

前
田
須
美
子  

Ｎ
Ｊ
州

夏
空
を
ひ
っ
か
く
亀
の
目
に
わ
が
目 

　

宇
佐
美
好
子  

Ｍ
Ａ
州

初
夏
の
夜
砂
浜
に
ぎ
わ
す
カ
ブ
ト
ガ
ニ
　
　

ゲ
リ
ン
シ
ャ
ノ
ン  

Ｐ
Ａ
州

　

水
緩
む
池
に
金
こ
ん
じ
き色
鯉
一い
ち
び尾

M
izuho Izubuchi  

Ｎ
Ｙ
州

雨
脚
を
十
字
に
切
る
や
夏
燕
　
亀
田
種
子  

Ｎ
Ｙ
州

ア
メ
リ
カ
も 

み
ん
な
大
好
き 

す
い
か
か
な  

　

大
屋
維
吹  

Ｎ
Ｙ
州

︵
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｐ
Ｗ
校
小
６
　
11
歳
︶　

光
る
海 

一
つ
の
世
界 

チ
ャ
ン
ス
あ
る
　

杉
本
絢
菜  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４
　
10
歳
︶

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン 

ど
ん
ど
ん
ち
か
く 

夏
の
空
　
　

松
本
ま
や  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
８
歳
︶

か
げ
ろ
う
と 

自
分
の
姿 

踊
ろ
う
か
　

野
田
す
ず  

Ｐ
Ａ
州

︵
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
中
３
　
14
歳
︶

あ
じ
さ
い
が 

ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と 

ひ
と
り
ご
と

阿
部
陽
色  

Ｉ
Ｎ
州

︵
キ
ー
ス
ト
ー
ン
日
本
ク
ラ
ブ
　
10
歳
︶

五
月
雨
や 

髪
は
濡
れ
て
も 

明
日
は
来
る
　

渡
部
柚
月  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
校
高
１
　
15
歳
︶

暑
い
日
に 

熱
い
友
と
の 

別
れ
か
な  

原
口
蒼
馬  

Ｎ
Ｊ
州

︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
３
　
15
歳
︶

a freckled face
peeks over the fence
ditch lily

─JBarbara Kaufmann, NY 

� rst day of summer
I make a pile
of skipping stones

─Garry Gay, CA

the way
the drip holds
long night

─David Grayson, CA

on the o�  chance
of lady slippers . . .
the long way home

─Julie Schwerin, WI

shooting stars
and the innocent . . . 
too many to count 

─Sharon Martina, IL

lost in translation...
� ligree on the edge
of a leaf

─Lorraine A Padden, CA

「6月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2024」の6月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳
未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂
いたことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き7月分の応募を受け付けており、10月31日ま
で随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
7 7/1/24 7/31/24 11:59:59pm 7/31/24
8 8/1/24 8/31/24 11:59:59pm 8/31/24
9 9/1/24 9/30/24 11:59:59pm 9/30/24
10 10/1/24 10/31/24 11:59:59pm 10/31/24

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

7 8/1/24 8/5/24 8/11/24 7 7 7
8 9/1/24 9/5/24 9/11/24 7 7 7
9 10/1/24 10/5/24 10/11/24 7 7 7

10 11/1/24 11/5/24 11/11/24 7 7 7

2024年（令和 6年）7月 27日（土） ［企画のページ］　　（14）

dark red anemones the sorrows of love
—Ruth Holzer, VA

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
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現
地
校
の
10
年
生
に
な
っ

て
、
９
月
か
ら
新
し
く
韓
国

語
の
授
業
を
受
け
始
め
ま
し

た
。
私
の
学
校
で
は
、
必
ず

英
語
以
外
の
言
語
の
授
業
を

二
つ
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
で
す
が
、
元
々
取
っ
て

い
た
日
本
語
に
加
え
て
韓
国

語
を
選
ん
だ
理
由
は
、
ま
ず
、

韓
国
の
ド
ラ
マ
を
観
た
り
、

K
ポ
ッ
プ
を
聴
い
た
り
す
る

の
が
好
き
な
こ
と
。
ま
た
、

何
人
か
の
日
本
人
の
友
人
達

か
ら
、
日
本
人
に
と
っ
て
韓

国
語
を
習
得
す
る
の
は
意
外

と
簡
単
だ
と
言
わ
れ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
で
も
、

一
番
の
理
由
は
私
の
親
友
が

韓
国
人
だ
か
ら
で
す
。

　

そ
の
友
達
と
は
小
中
学
校

が
一
緒
だ
っ
た
の
で
す
が
、

高
校
が
別
々
に
な
っ
て
も
ず

っ
と
付
き
合
い
が
続
い
て
い

て
、
学
校
が
休
み
の
日
に
は

朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
、

ず
っ
と
彼
女
の
家
で
過
ご
し

て
い
ま
す
。
そ
の
せ
い
で
、

彼
女
の
両
親
と
も
と
て
も
仲

良
く
な
り
ま
し
た
。
彼
女
の

両
親
は
韓
国
か
ら
の
移
民
の

た
め
、
彼
女
の
家
族
は
家
の

中
で
は
ほ
と
ん
ど
韓
国
語
で

会
話
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
彼
女
の
家
で
過
ご
す

時
間
が
増
え
る
に
連
れ
、
私

に
も
段
々
と
韓
国
語
の
会
話

の
内
容
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
し
ま
い
に
は
簡
単
な
韓

国
語
で
返
事
を
返
せ
る
よ
う

に
ま
で
な
っ
て
い
た
の
で
す
。

こ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
彼
女

と
彼
女
の
家
族
が
と
て
も
喜

ん
で
く
れ
た
こ
と
が
今
回
韓

国
語
の
授
業
を
受
け
る
大
き

な
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
単
語
や
会
話
を
習

う
と
、
私
が
即
座
に
彼
女
に

報
告
す
る
の
で
、
次
第
に
彼

女
も
私
の
韓
国
語
の
授
業
の

あ
る
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
彼

女
の
家
族
と
英
語
以
外
の
言

語
で
会
話
が
出
来
る
時
間
が

長
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
こ
と
を
心
か
ら
喜
ん
で

く
れ
る
彼
女
と
そ
の
家
族
の

姿
を
見
て
、
私
は
言
語
と
い

う
も
の
が
い
か
に
大
切
な
存

在
か
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
た
の
で
す
。

　

私
は
英
語
を
読
め
て
話
せ

る
だ
け
で
と
て
も
ラ
ッ
キ
ー

（15）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）7月 27日（土）

「
育
英
学
園
と
は
何
か
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
東
　
優
衣

で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
世
界
中

ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
英
語
は

大
抵
通
じ
る
か
ら
で
す
。
旅

行
に
行
く
時
も
英
語
が
話
せ

れ
ば
困
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

他
の
言
語
を
母
国
語
に
す
る

人
達
と
英
語
だ
け
で
対
話
を

し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
人

達
を
本
当
に
理
解
す
る
大
切

な
機
会
を
逃
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私

が
も
し
、
日
本
語
を
学
ん
で

い
な
け
れ
ば
、
両
親
や
日
本

に
い
る
祖
父
母
と
深
い
会
話

は
出
来
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

他
の
国
の
人
達
と
話
を
す

る
際
、
英
語
を
使
う
代
わ
り

に
そ
の
人
達
が
普
段
使
っ
て

い
る
言
語
を
少
し
で
も
理
解

し
て
使
お
う
と
し
た
ら
、
そ

れ
だ
け
で
世
界
が
広
が
り
ま

す
。
従
っ
て
、
み
ん
な
に
チ

ャ
ン
ス
が
あ
っ
た
ら
、
ち
ょ

っ
と
だ
け
で
も
新
し
い
言
語

を
勉
強
す
る
こ
と
を
勧
め
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
す
る
こ
と

で
世
界
が
ど
ん
ど
ん
繋
が
っ

て
、
人
と
人
と
の
絆
が
も
っ

と
も
っ
と
強
く
な
る
は
ず
で

す
。

　
　
　

   （
滞
米
15
年
５
か
月
）

　

私
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英

学
園
に
転
入
し
て
、
一
年
以

上
が
た
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に

ア
メ
リ
カ
生
活
、
学
園
生
活

も
限
ら
れ
た
時
間
に
な
り
つ

つ
あ
る
。
私
は
、
育
英
学
園

が
大
好
き
だ
。
そ
の
理
由
の

一
つ
に
友
達
が
お
も
し
ろ
い

と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
私
は

こ
の
学
校
に
き
て
、
お
ど
ろ

い
た
こ
と
は
授
業
中
に
も
み

ん
な
が
た
く
さ
ん
笑
い
、
先

生
も
み
ん
な
を
肯
定
し
て
く

れ
る
こ
ん
な
学
校
は
初
め
て

だ
っ
た
。
友
達
に
こ
の
事
を

話
し
た
ら
、
大
変
共
感
し
て

く
れ
た
。
授
業
が
楽
し
い
、

学
校
に
行
き
た
い
と
思
え
る

こ
と
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し

い
こ
と
だ
。

　

ま
た
、
こ
の
学
校
は
行
事

が
多
い
。
一
学
期
に
は
移
動

教
室
、
運
動
会
に
水
泳
が
あ

る
。
二
学
期
に
は
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
や
学
園
祭
、

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が

あ
り
、
三
学
期
は
も
ち
つ
き

大
会
と
ス
ケ
ー
ト
が
あ
る
。

移
動
教
室
は
日
本
の
学
校
よ

り
日
程
が
長
く
、
ス
ケ
ー
ト

は
日
本
の
学
校
で
は
め
ず
ら

し
い
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ

ィ
ー
や
も
ち
つ
き
大
会
な
ど
、

楽
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

る
。
時
に
は
他
学
年
と
も
一

緒
に
楽
し
め
る
行
事
も
多
く
、

そ
れ
は
私
に
と
っ
て
楽
し
い

行
事
で
も
あ
る
の
で
う
れ
し

い
。

　

他
に
も
学
習
面
で
は
、
私

は
英
語
が
読
め
な
か
っ
た
が
、

今
で
は
ス
ラ
ス
ラ
と
読
め
る

よ
う
に
な
り
、
英
検
の
勉
強

に
は
げ
ん
で
い
る
。
し
か

も
、
毎
週
金
曜
日
は
オ
ー
ル

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ
イ
が
あ

り
、
一
日
中
英
語
で
授
業
を

受
け
る
日
だ
。
最
初
の
う
ち

は
し
ん
ど
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
い
く
。

毎
日
一
時
間
あ
る
英
語
は
、

先
生
の
言
っ
て
い
る
こ
と
が

か
な
り
わ
か
る
よ
う
に
な
り
、

次
は
英
語
を
話
す
力
も
つ
け

て
行
き
た
い
。
私
の
英
語
力

は
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
い
る
と

思
う
。

　

私
は
ま
だ
小
学
生
で
私
の

　

わ
た
し
は
、
生
か
つ
か
い

ど
う
教
し
つ
で
グ
リ
ニ
ッ
チ

ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
行
き
ま
し
た
。

わ
た
し
が
心
に
の
こ
っ
た
こ

と
は
、
２
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
ダ
イ
ア
ン
ズ

ブ
ッ
ク
ス
で
す
。
な
ぜ
か
と

言
う
と
、
い
ろ
い
ろ
な
本
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

お
店
の
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

す
る
と
、
本
は
作
家
や
年
れ

い
ご
と
に
わ
け
ら
れ
て
い
て
、

お
き
ゃ
く
さ
ん
が
さ
が
し
や

す
い
よ
う
お
い
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

本
や
さ
ん
な
の
に
、
パ
ズ
ル

や
ぬ
い
ぐ
る
み
が
お
い
て
あ

り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、「
な

ん
で
だ
ろ
う
」
と
思
い
ま
し

た
。
お
店
の
人
に
聞
く
と
「
本

と
い
っ
し
ょ
に
本
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
で
き
る
よ
う
に
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、
こ
う
え
ん
で

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
こ
と

で
す
。
こ
う
え
ん
で
は
た
く

さ
ん
の
子
ど
も
が
あ
そ
ん
で

い
ま
し
た
。
ま
ち
の
人
は
と

て
も
や
さ
し
く
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。
私
の
こ
こ
ろ
は
、「
ほ

わ
っ
」
と
し
て
う
れ
し
く
な

り
ま
し
た
。

　

グ
リ
ニ
ッ
チ
ア
ベ
ニ
ュ
ー

に
は
、
お
と
な
も
子
ど
も
も

た
の
し
め
る
く
ふ
う
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
た
ん
け

ん
で
た
く
さ
ん
の
ひ
み
つ
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
７
年
10
か
月
）

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
言
語
の
大
切
さ
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
紗
良

世
界
は
ま
だ
限
ら
れ
て
い
る

け
れ
ど
、
英
語
が
話
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
ら
も
っ
と
広
が

っ
て
い
く
よ
う
な
の
で
、
そ

の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

み
ん
な
は
英
語
を
話
す
人
は

日
本
語
を
話
す
人
の
何
十
倍

の
人
が
い
る
か
、
考
え
た
こ

と
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ア
メ

リ
カ
に
い
る
と
日
本
が
小
さ

な
国
だ
と
い
う
こ
と
を
感
じ

る
し
、
尊
い
国
だ
と
も
感
じ

る
。
移
民
の
国
は
雑
多
な
印

象
も
受
け
や
す
い
が
、
す
ご

く
力
強
く
て
、
そ
の
上
寛
容

だ
。
こ
の
国
に
自
分
が
い
る

の
が
不
思
議
で
も
あ
り
、
自

分
も
ア
メ
リ
カ
の
一
員
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の

が
面
白
く
も
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
に
も
力
を
入
れ
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
お
店
で
会
計

時
に
寄
付
を
す
る
か
聞
か
れ

た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期

はToy Drive
と
い
う
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、

新
し
い
お
も
ち
ゃ
を
恵
ま
れ

な
い
子
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
す

る
企
画
が
あ
っ
た
り
す
る
。

　

ま
た
日
本
人
は
忍
耐
強
い

と
言
わ
れ
る
け
れ
ど
、
ア
メ

リ
カ
人
も
そ
う
だ
。
以
前
寒

波
で
飛
行
機
が
キ
ャ
ン
セ
ル

に
な
っ
た
時
に
、
現
地
の
人

は
文
句
も
言
わ
ず
に
、
長
い

長
い
列
に
並
び
別
便
の
予
約

待
ち
を
し
て
い
て
、
こ
ち
ら

が
び
っ
く
り
し
た
ほ
ど
だ
っ

た
。

　

そ
ん
な
ア
メ
リ
カ
を
知
る

う
ち
に
、
も
っ
と
ア
メ
リ
カ

に
い
た
い
と
ま
で
思
う
よ
う

に
な
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
最

初
か
ら
現
地
校
に
行
く
な
ん

て
こ
と
は
と
て
も
考
え
ら
れ

ず
…
。
そ
ん
な
私
に
と
っ
て

育
英
学
園
は
本
当
に
あ
り
が

た
い
存
在
だ
っ
た
。

　

親
の
海
外
赴
任
先
に
日
本

人
学
校
が
あ
る
と
は
限
ら
な

い
そ
う
な
の
で
、
私
は
幸
運

だ
っ
た
。
だ
か
ら
将
来
、
私

が
大
人
に
な
り
立
派
に
成
功

し
て
い
た
ら
、
恩
返
し
の
気

持
ち
を
込
め
て
学
園
に
貢
献

出
来
る
よ
う
な
人
で
あ
り
た

い
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
６
か
月
）

　

僕
は
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
と
い

う
競
技
の
中
で
サ
ー
ブ
ル
を
三

年
半
し
て
い
ま
す
。
剣
道
を
４

歳
の
頃
か
ら
し
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
渦
で
、
近
距
離
で

声
を
だ
し
な
が
ら
対
面
で
す「

た
の
し
か
っ
た

　
　
　

ま
ち
た
ん
け
ん
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
美
愛

る
剣
道
が
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
で
き
て
、

剣
道
に
似
た
ス
ポ
ー
ツ
を
探

し
た
ら
、
そ
れ
が
、
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
の
サ
ー
ブ
ル
で
し
た
。

　

最
初
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
心

配
し
た
親
に
連
れ
ら
れ
て
始

め
、
双
子
の
姉
が
や
り
た
い
か

ら
続
け
ま
し
た
。
な
ん
と
な

く
、
ち
ょ
っ
と
嫌
々
な
が
ら

練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
と

い
う
の
も
、
週
に
３
回
練
習

が
あ
り
、
週
末
は
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
で
練
習
か
大
会
で
潰
れ

ま
す
。
夏
や
冬
で
は
、
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
が
あ
り
、

一
日
中
ぶ
っ
通
し
で
や
っ
て

週
５
な
の
で
と
て
も
疲
れ
ま

す
。
友
達
の
中
で
も
、
一
番

忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
持

っ
て
い
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
そ
ん
な
好
き
で
も
な
い

の
に
と
り
あ
え
ず
三
年
間
練

習
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

三
年
経
っ
た
今
、
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
が
と
て
も
楽
し
い
で

す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

　

今
日
は
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

の
面
白
さ
に
つ
い
て
、
説
明

し
ま
す
。

　

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
が
面
白
い

一
番
の
理
由
は
、
同
じ
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
を
す
る
人
が
全
く

い
な
い
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

空
手
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
流
派
や
ス
タ
イ
ル
が
あ
り

ま
す
。
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
も

ス
タ
イ
ル
が
だ
い
ぶ
違
い
ま

す
。
背
の
高
さ
や
筋
肉
で
も

変
わ
り
ま
す
。
人
の
性
格
や

癖
が
あ
り
ま
す
。
大
会
で
対

戦
す
る
時
、
一
人
一
人
違
う

の
で
、
試
合
が
い
つ
も
新
鮮

で
す
。

　

二
番
目
の
理
由
は
、
僕
に

と
っ
て
は
、
頭
と
体
を
使
う

ゲ
ー
ム
だ
か
ら
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
技
が
あ
り
、
自
分
の

得
意
技
が
相
手
に
有
効
技
で

あ
っ
て
も
、
何
度
も
連
続
で

出
せ
る
わ
け
な
く
、
相
手
に

よ
っ
て
も
変
え
ま
す
。
一
つ

一
つ
の
動
き
が
ア
ク
テ
ィ
ブ

で
す
。
勝
つ
に
は
15
点
先
取

必
要
な
の
で
、
最
大
29
回
の

タ
ッ
チ
（
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の

「
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
の
面
白
さ
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
植
本
　
健

得
点
）
の
中
で
、
試
合
中
に
作

戦
を
変
え
た
り
、
動
作
を
変
え

た
り
し
て
戦
い
ま
す
。
ま
る
で

自
分
が
格
闘
ゲ
ー
ム
の
中
に
い

る
気
分
に
な
り
ま
す
。
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
で
自
分
を
動
か
し
て

い
る
感
じ
で
す
。
ゲ
ー
ム
好
き

で
ス
ポ
ー
ツ
好
き
の
僕
に
は
最

高
で
す
。

　

三
番
目
の
理
由
は
、
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
は
個
人
競
技
で
あ
っ
て

も
、
仲
間
と
一
緒
に
す
る
ス
ポ

ー
ツ
で
あ
る
こ
と
で
す
。
ク
ラ

ブ
の
仲
間
と
過
ご
す
時
間
が
多

く
、
大
会
で
は
、
一
緒
に
準
備

し
て
、
応
援
し
て
、
勝
敗
を
分

か
ち
合
い
ま
す
。
仲
間
と
過
ご

す
時
間
は
楽
し
く
、貴
重
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
試
合

で
勝
つ
楽
し
さ
も
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。
去
年
に
で
た
全
国
大

会
で
は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
出
れ
な
い
悔
し
い
思
い
も
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
少
し
ず

つ
慣
れ
て
、
楽
し
め
る
よ
う
に

な
り
、
先
月
の
全
国
大
会
の
カ

デ
部
門
で
13
位
に
入
賞
し
、
Ｎ

Ｊ
の
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

資
格
取
得
大
会
で
は
優
勝
し
た

の
で
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
フ
ェ

ン
シ
ン
グ
が
楽
し
く
な
り
ま
し

た
。　
　
　

   　
（
滞
米
11
年
）

https://japaneseschool.org
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コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
見
下
ろ
す
広
い
部
屋

　

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
コ
ロ
ン
バ
ス

サ
ー
ク
ル
に
こ
の
ほ
ど
新
し
く
建
築
さ
れ
た
賃
貸
ア
パ
ー

ト
が
現
在
、
入
居
可
能
な
状
態
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
て
い

る
。
ジ
ム
や
中
庭
、
テ
ナ
ン
ト
で
共
有
で
き
る
ル
ー
フ
デ

ッ
キ
、ヨ
ガ
ル
ー
ム
、ゲ
ー
ム
ル
ー
ム
が
完
備
さ
れ
て
い
る
。

写
真
の
部
屋
は
３
寝
室
、
２
・
５
浴
室
の
広
さ
が
１
６
２

平
方
メ
ー
ト
ル
の
ゆ
っ
た
り
し
た
作
り
で
、
家
賃
は
月
額

１
万
６
０
５
０
ド
ル
。
日
本
円
に
換
算
す
る
と
月
の
家
賃

が
２
８
８
万
円
と
い
う
価
格
の
値
段
だ
が
、
こ
の
値
段
で

も
借
主
が
見
つ
か
る
の
を
見
通
し
て
値
段
を
設
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
世
界
中
の
富
裕
層
が
物
件
を
買
い
求
め
に
集

ま
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
な
ら
で
は
。
契
約
す
る
と
家
賃
２
か

月
分
無
料
の
サ
ー
ビ
ス
が
つ
い
て
く
る
。
問
い
合
わ
せ
は

電
話
３
４
７
・５
４
６
・５
３
１
８
、

Ｅ
メ
ー
ル　rika.furumoto@gmail.com

　

山
崎
さ
ん

（
写
真
提
供
・
古
本
不
動
産
）

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
大
統
領

選
撤
退
表
明
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
民
主
党
員
ら
に
は
感
謝
と

安
堵
の
声
が
広
が
っ
た
。
連
邦

上
院
の
民
主
党
院
内
総
務
の
チ

ャ
ッ
ク
・
シ
ュ
ー
マ
ー
上
院
議

員
（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
選
出
）
は

Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
に
、
バ

イ
デ
ン
氏
は
偉
大
な
大
統
領
だ

と
し
た
う
え
で
、「
再
び
国
、

政
党
、
そ
し
て
私
た
ち
の
未
来

を
最
優
先
に
し
た
」
と
称
賛
し

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
民
主
党

委
員
長
の
ジ
ェ
イ
・
ジ
ェ
イ
コ

ブ
ス
氏
も
バ
イ
デ
ン
氏
の
判
断

は
正
し
い
と
語
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
キ
ャ
シ

ー
・
ホ
ウ
ク
ル
知
事
と
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
フ
ィ
ル
・
マ

ー
フ
ィ
ー
知
事
（
と
も
に
民
主

党
）
も
撤
退
表
明
し
た
バ
イ
デ

ン
氏
を
称
賛
し
た
。
ホ
ウ
ク
ル

知
事
は
、
バ
イ
デ
ン
氏
が
後
任

の
大
統
領
候
補
に
指
名
し
た
ハ

リ
ス
副
大
統
領
を
支
持
す
る
と

表
明
し
た
。

　

６
月
の
ト
ラ
ン
プ
氏
と
の
テ

レ
ビ
討
論
会
で
バ
イ
デ
ン
氏
が

惨
敗
し
て
以
来
、
バ
イ
デ
ン
氏

の
健
康
、
年
齢
、
精
神
状
態
へ

の
不
安
は
広
が
る
ば
か
り
だ
っ

た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
暗
殺

未
遂
事
件
が
起
き
た
時
は
、
あ

る
ベ
テ
ラ
ン
民
主
党
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
は
「
大
統
領
選
挙
は
昨

夜
終
わ
っ
た
。
今
は
上
院
の
維

持
と
下
院
の
獲
得
に
集
中
す
べ

き
時
だ
」
と
ま
で
言
い
切
っ
て

い
た
。

　

民
主
党
支
持
が
強
い
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
だ
が
、
バ
イ
デ
ン

氏
の
支
持
率
は
低
迷
し
て
お

り
、
そ
の
ま
ま
大
統
領
選
に
臨

め
ば
、
民
主
党
へ
の
投
票
率
を

下
げ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

た
。
11
月
の
選
挙
で
は
大
統

領
選
挙
は
じ
め
、
連
邦
下
院

４
３
５
議
席
す
べ
て
と
、
連
邦

上
院
１
０
０
議
席
の
う
ち
33
議

席
が
改
選
さ
れ
る
。
ま
た
13
の

州
と
準
州
の
知
事
選
挙
の
ほ
か

地
方
選
挙
な
ど
も
行
わ
れ
る
。

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
、
ハ
ド
ソ

ン
バ
レ
ー
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
中

部
な
ど
共
和
党
候
補
と
の
接
戦

と
な
っ
て
い
る
下
院
選
挙
区
で

は
、
バ
イ
デ
ン
氏
が
足
枷
に
な

る
と
の
懸
念
が
出
て
い
た
。

　

バ
イ
デ
ン
氏
撤
退
を
求
め
る

民
主
党
議
員
は
21
日
ま
で
に
37

人
に
の
ぼ
っ
て
い
た
が
、
民
主

党
の
牙
城
と
も
言
え
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
で
は
、
パ
ッ
ト
・
ラ

イ
ア
ン
連
邦
下
院
議
員
（
ハ
ド

ソ
ン
バ
レ
ー
選
出
）
が
７
月
10

日
、
バ
イ
デ
ン
氏
へ
の
撤
退
を

求
め
た
以
外
は
、
公
に
バ
イ
デ

ン
氏
撤
退
を
求
め
た
民
主
党
議

員
は
い
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
複
数
の
報
道
機
関

が
、
民
主
党
の
シ
ュ
ー
マ
ー
上

院
院
内
総
務
と
ハ
キ
ー
ム
・
ジ

ェ
フ
リ
ー
ズ
下
院
院
内
総
務

（
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
選
出
）
が
バ

イ
デ
ン
氏
に
対
し
、
引
き
続
き

ト
ッ
プ
の
座
に
留
ま
る
と
民
主

党
が
今
秋
の
下
院
を
制
す
る
チ

ャ
ン
ス
が
損
な
わ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
と
非
公
式
に
警
告
し
た

と
報
じ
た
。
再
選
は
確
実
と
さ

れ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
・
オ

カ
シ
オ
＝
コ
ル
テ
ス
下
院
議
員

（
民
主
党
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
選
出
）

だ
が
、「
８
月
の
民
主
党
大
会

は
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
の
か
。
私

た
ち
を
甚
大
な
危
険
に
さ
ら
さ

な
い
と
感
じ
ら
れ
る
替
わ
り
の

シ
ナ
リ
オ
は
見
た
こ
と
が
な

い
」
と
懸
念
を
示
し
て
い
た
。

バ
イ
デ
ン
氏
の
撤
退
表
明
後
、

オ
カ
シ
オ
＝
コ
ル
テ
ス
下
院
議

員
は
ハ
リ
ス
副
大
統
領
を
支
持

す
る
と
表
明
し
た
。

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

民
主
党
員
に
広
ま
る
安
堵
の
声

バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
選
挙
戦
撤
退

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
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ク
レ
タ
島
の
朝
。
さ
す
が
改

装
し
た
ば
か
り
の
ア
パ
ー
ト
は

格
別
に
気
持
ち
が
良
い
。
よ
く

眠
れ
た
。
す
っ
か
り
時
差
ボ
ケ

は
な
く
な
っ
て
も
う
身
体
は
現

地
化
し
て
し
ま
っ
た
。

　

ク
レ
タ
島
は
昨
日
ま
で
い
た

キ
ク
ラ
デ
ス
諸
島
の
外
に
あ

る
。
よ
り
赤
道
に
近
く
な
り
、

ア
フ
リ
カ
は
遠
く
な
い
。
ミ
コ

ノ
ス
、
サ
ン
ト
リ
ー
ニ
や
そ
の

他
の
島
々
と
違
っ
て
非
常
に
大

き
な
島
で
、
そ
の
面
積
は
広
島

県
に
相
当
す
る
ら
し
い
。
地
図

で
見
る
と
ギ
リ
シ
ャ
本
土
の
ペ

ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
と
比
べ
て
も

遜
色
な
い
大
き
さ
で
あ
る
。
そ

れ
だ
け
に
古
代
か
ら
ア
テ
ネ
に

つ
ぐ
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
島

で
あ
っ
た
。
当
然
、
ギ
リ
シ
ャ

神
話
の
登
場
回
数
も
多
い
。

　

真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
の

が
、
イ
カ
ロ
ス
。
幼
少
の
頃
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
み
ん
な
の
歌
で
、
鳥
の

羽
を
蝋
で
固
め
て
空
を
飛
ん

で
、
あ
ま
り
に
も
太
陽
に
近
づ

い
た
た
め
に
蝋
が
溶
け
て
海
に

落
ち
て
命
を
失
っ
た
英
雄
の
歌

が
あ
っ
た
。
が
、
神
話
で
は
、

父
親
ダ
イ
ダ
ロ
ス
と
と
も
に
、

ク
レ
タ
の
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
殿
の

幽
閉
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
蝋
で

固
め
た
羽
で
脱
出
し
た
愚
息
の

話
が
描
か
れ
て
い
る
。
父
親
は

無
事
に
シ
チ
リ
ア
島
ま
で
た
ど

り
着
い
た
が
、
息
子
は
父
親
の

忠
告
を
聞
か
ず
高
く
飛
ぶ
こ
と

に
夢
中
に
な
っ
て
命
を
落
と
し

て
し
ま
う
。
イ
カ
ロ
ス
が
落
ち

た
エ
ー
ゲ
海
に
は
今
も
イ
カ
リ

ア
島
と
い
う
島
が
あ
る
。
神
話

は
実
話
な
の
か
。

　

何
故
シ
チ
リ
ア
島
？
そ
れ
は

シ
チ
リ
ア
は
紀
元
前
８
〜
６
世

紀
に
は
ギ
リ
シ
ャ
の
植
民
地
で

あ
っ
た
か
ら
だ
。
先
住
民
で
イ

タ
リ
ア
半
島
か
ら
来
た
シ
ク
リ

人
を
支
配
下
に
置
き
、
こ
の
地

を
「
シ
ク
リ
人
の
土
地
」、「
シ

ケ
リ
ア
」
と
呼
ん
だ
こ
と
が
シ

チ
リ
ア
の
語
源
と
な
っ
た
そ
う

だ
。
現
在
の
地
理
学
で
は
想
像

も
出
来
な
い
形
で
古
代
の
国
々

が
繋
が
る
。

　

そ
の
シ
チ
リ
ア
を
舞
台
に
し

た
映
画
に
「
シ
ネ
マ
・
パ
ラ
デ

ィ
ソ
」
が
あ
る
。
そ
の
中
に
主

人
公
の
ト
ト
が
野
外
で
映
画
を

上
映
し
て
い
る
時
に
恋
人
エ
レ

ナ
が
突
然
現
れ
る
シ
ー
ン
が
あ

る
。
そ
の
時
に
バ
ッ
ク
で
上
演

さ
れ
て
い
た
映
画
が
お
そ
ら

く
、
ホ
メ
ロ
ス
の
「
イ
ー
リ
ア

ス
」
か
「
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
」

の
英
雄
活
劇
だ
と
私
は
思
う
。

私
の
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の

家
の
近
く
にOdyssey

と
い

う
ダ
イ
ナ
ー
が
あ
っ
た
。
ギ
リ

シ
ャ
人
の
親
子
が
経
営
し
て
い

る
。
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
と
い
え

ば
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
ヒ
ー
ロ

ー
、日
本
で
言
え
ば
豊
臣
秀
吉
、

Odyssey

ダ
イ
ナ
ー
は
差
し
詰

め
「
太
閤
食
堂
」
だ
（
笑
）。

　

智
将
オ
デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
と
英

雄
ア
キ
レ
ス
（
足
の
腱
が
唯
一

の
弱
点
だ
っ
た
）
が
、
ト
ロ
イ

と
戦
う
話
が
イ
ー
リ
ア
ス
で
あ

る
。
難
攻
不
落
の
ト
ロ
イ
に
オ

デ
ュ
ッ
セ
ウ
ス
が
奇
策
を
講
じ

る
。
巨
大
な
木
馬
を
作
っ
て
中

に
兵
士
を
隠
し
て
城
門
前
に
置

き
、
退
却
と
見
せ
か
け
て
船
を

島
か
げ
に
隠
し
た
。
ト
ロ
イ
軍

は
、
敵
が
退
散
し
た
と
糠
喜
び

し
、
木
馬
を
城
内
に
入
れ
て
勝

利
の
宴
会
を
始
め
た
。
す
っ
か

り
酔
い
が
回
っ
た
と
こ
ろ
に
木

馬
か
ら
兵
士
が
出
て
き
た
。
こ

れ
が
有
名
な
「
ト
ロ
イ
の
木

馬
」。
今
で
も
ネ
ッ
ト
詐
欺
の

手
口
と
し
て
名
を
残
す
。 

長

い
間
、
こ
の
話
は
神
話
で
し
か

な
い
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、
シ

ュ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
考
古
学
者

は
こ
れ
を
実
話
だ
と
信
じ
て
私

財
を
投
じ
て
探
し
た
。
そ
し
て

焼
け
跡
の
残
る
遺
跡
を
発
見
し

て
、
こ
れ
が
実
話
で
あ
る
こ
と

を
証
明
し
た
。
神
話
は
実
話
な

の
で
あ
っ
た
。
ト
ロ
イ
は
現
在

の
ト
ル
コ
に
あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ

の
勢
力
圏
が
い
か
に
広
か
っ
た

か
が
伺
い
知
れ
る
。

　

そ
れ
ら
の
多
く
の
話
の
舞
台

と
な
っ
て
い
る
の
が
、
今
か
ら

向
か
う
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
殿
で
あ

る
。
ク
ノ
ッ
ソ
ス
の
迷
宮
（
ラ

ビ
リ
ン
ス
）
に
は
、
頭
が
牛
で

体
が
人
で
あ
る
怪
物
（
フ
ォ
ー

ド
の
車
に
ト
ー
ラ
ス
と
い
う
車

が
あ
る
）
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
が
閉

じ
込
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
に

テ
ー
セ
ウ
ス
と
い
う
英
雄
が
現

れ
、
ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス
を
退
治
す

る
た
め
に
生
贄
の
１
人
に
加
わ

り
見
事
怪
物
を
退
治
し
た
。
一

度
入
っ
た
ら
二
度
と
出
て
来
れ

な
い
迷
路
で
あ
る
が
、
才
色
兼

備
の
恋
人
、
ク
レ
タ
の
王
女
ア

リ
ア
ド
ネ
が
託
し
た
糸
毬
の
糸

を
た
ど
っ
て
迷
宮
の
外
に
脱
出

し
た
。
頭
良
い
！
（
笑
）。
が
、

そ
の
後
テ
セ
ウ
ス
は
ア
リ
ア
ド

ネ
を
連
れ
て
ク
レ
タ
島
を
旅
立

っ
た
が
、
途
中
で
立
ち
寄
っ
た

ナ
ク
ソ
ス
島
に
ア
リ
ア
ド
ネ
を

置
き
去
り
に
し
た
。
ア
リ
ア
ド

ネ
は
悲
し
ん
だ
が
、
そ
こ
に
酒

の
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
（
ロ
ー

マ
神
話
の
バ
ッ
カ
ス
）
が
現
れ

て
ア
リ
ア
ド
ネ
と
結
婚
し
た
そ

う
だ
。
い
く
ら
惚
れ
ら
れ
て
い

る
か
ら
と
言
っ
て
も
油
断
は

禁
物
だ
と
い
う
教
え
で
あ
る

（
笑
）。

　

ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
こ
の
面
白

さ
。
イ
カ
ロ
ス
、
オ
デ
ュ
ッ
セ

ウ
ス
、
ト
ロ
イ
の
木
馬
、
ミ
ノ

タ
ウ
ロ
ス
、
ラ
ビ
リ
ン
ス
、
デ

ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
、
そ
し
て
こ
れ

ら
の
名
前
が
今
も
我
々
の
ボ
キ

ャ
ブ
ラ
リ
ー
に
生
き
残
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
ギ
リ
シ
ャ

の
古
代
文
明
が
ど
れ
だ
け
西
洋

文
明
に
影
響
を
与
え
て
き
た
の

か
を
語
る
大
い
な
る
証
拠
な
の

だ
。

　

神
話
は
実
話
、
ギ
リ
シ
ャ
神

話
の
数
々
の
舞
台
と
な
っ
た
そ

の
ク
ノ
ッ
ソ
ス
宮
殿
は
古
代
の

ミ
ノ
ア
文
明
が
築
い
た
実
存
す

る
宮
殿
で
あ
り
、
今
も
尚
そ
の

遺
構
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
ア
パ
ー
ト
の
あ

る
所
か
ら
た
っ
た
30
分
の
距
離

な
の
だ
。
ラ
ビ
リ
ン
ス
の
よ
う

な
地
形
で
道
に
迷
わ
な
い
よ
う

に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
し
っ
か
り
セ
ッ
ト

し
た
。（
続
く
）

浅
井
岳
史

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作
曲
家
）

www.takeshiasai.com

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
ギ
リ
シ
ャ
旅
日
記

第
12
話
　
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
表
舞
台

1

　

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
（
山
梨

県
富
士
吉
田
市
）
に
あ
る
フ
ラ

ン
ス
生
ま
れ
の
人
気
絵
本
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
リ
サ
と
ガ
ス
パ

ー
ル
」
の
世
界
初
の
テ
ー
マ
パ

ー
ク
「
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル 

タ

ウ
ン
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
第
１
入
園

口
に
隣
接
し
た
エ
リ
ア
で
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
カ
フ
ェ
、
シ

ョ
ッ
プ
が
軒
を
連
ね
る
無
料
の

エ
リ
ア
で
す
。
園
内
に
は
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
や
花
々
が
咲
く
噴
水

庭
園
が
広
が
り
、
夜
に
は
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝
き
ま
す
。

　

絵
本
の
世
界
が
そ
の
ま
ま
現

実
に
な
っ
た
よ
う
な
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど

あ
り
、
特
に
『
リ
サ
と
ガ
ス
パ

ー
ル 

ゆ
う
え
ん
ち
へ
い
く
』（
ブ

ロ
ン
ズ
新
社
２
０
１
３
）
と
い

う
絵
本
を
再
現
し
た
オ
ブ
ジ
ェ

は
大
人
気
の
よ
う
で
す
。
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
パ
リ
に

実
在
す
る
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン

ド
・
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
カ
ル
ー

セ
ル
や
、
鏡
の
部
屋
や
扉
の
部

屋
が
続
く
迷
路
「
リ
サ
と
ガ
ス

パ
ー
ル
の
ミ
ラ
ー
メ
イ
ズ
〜
マ

ジ
ッ
ク
・
シ
ョ
ー
へ
よ
う
こ
そ

〜
」
は
外
せ
な
い
ス
ポ
ッ
ト

で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
、「
リ

サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
」
シ
リ
ー

ズ
の
絵
本
に
は
、『
リ
サ
と
ガ

ス
パ
ー
ル
の
は
く
ぶ
つ
か
ん
』

（
２
０
０
１
）
や
『
リ
サ
と
ガ

ス
パ
ー
ル　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

へ
い
く
』
２
０
０
１
）
も
あ

り
、
最
近
『
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー

ル　

ル
ー
ブ
ル
び
じ
ゅ
つ
か

ん
へ
い
く
』（
河
出
書
房
新
社　

２
０
２
４
）
が
発
売
さ
れ
ま
し

た
。

　

さ
て
、
筆
者
が
訪
問
し
た
目

的
は
も
ち
ろ
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
、
シ
ョ
ッ
プ
の
2
階
に
あ
り

ま
す
。
シ
ョ
ッ
プ
に
は
１
０
０

種
類
以
上
の
か
わ
い
い
グ
ッ
ズ

や
お
土
産
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

来
場
者
の
多
く
は
1
階
で
夢
中

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
筆
者
は

ま
ず
2
階
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
『
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
』

（
フ
ラ
ン
ス
語
で
は“Les 

Catastrophes de Gaspard et 
Lisa”

）
の
作
者
は
、
文
：
ア
ン
・

グ
ッ
ト
マ
ン
さ
ん
、
絵
：
ゲ
オ

ル
ク
・
ハ
レ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
さ

ん
で
、
日
本
語
版
で
は
石
津
ち

ひ
ろ
さ
ん
が
翻
訳
し
て
い
ま

す
。
世
界
15
か
国
語
に
翻
訳
さ

れ
、
累
計
発
行
部
数
２
０
０
万

部
以
上
を
誇
る
人
気
シ
リ
ー
ズ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
は
、
原
作
者
の
ア
ン
さ

ん
、
ゲ
オ
ル
グ
さ
ん
ご
夫
妻
の

ア
ト
リ
エ
を
再
現
し

た
ス
ペ
ー
ス
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ス
ケ
ッ
チ
や
原
画
、
制
作
メ
モ

な
ど
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
は
、
ア
ン
さ
ん
、
ゲ
オ
ル
グ

さ
ん
ご
夫
妻
は
、
今
年
の
６
〜

７
月
に
来
日
さ
れ
て
お
り
、
東

京
で
サ
イ
ン
会
も
開
か
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、

富
士
山
を
は
じ
め
、
日
本
を
舞

台
に
し
た
作
品
も
数
多
く
書
か

れ
て
い
る
の
で
す
。

　

実
は
、
そ
の
他
の
シ
ョ
ッ
プ

や
カ
フ
ェ
で
も
、
ゲ
オ
ル
グ
さ

ん
が
来
日
し
た
と
き
に
実
際
に

描
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
、
い
ろ
い

ろ
な
場
所
に
潜
ん
で
お
り
、
そ

れ
を
探
す
の
も
楽
し
い
も
の
で

す
。
ま
た
、
隣
に
あ
る
「
フ
ジ

ヤ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
富
士

急
行
株
式
会
社
が
創
立
75
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
財
団
法
人

堀
内
浩
庵
会
と
共
同
で
建
設
を

計
画
し
、
２
０
０
３
年
7
月
に

開
館
。
両
法
人
が
40
年
に
わ
た

り
収
集
し
た
富
士
山
の
絵
画
を

展
示
し
て
い
ま
す
）
に
も
原
画

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
残
念

だ
っ
た
の
は
、
筆
者
が
訪
れ
た

日
は
曇
り
で
、
富
士
山
を
拝
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

リサとガスパール
ミュージアム

 第 493 回
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（19）　　 ［文化・芸能］ 2024年（令和 6年）7月 27日（土）

EVENT
■ NYCレストランウィーク =7/22～ 8/18　市内 5
区のレストラン約 600店が参加し、特別価格のプ
リフィックスメニューを提供する夏のレストラン
ウィーク。今年は店舗により 2コースまたは 3コー
スのランチ /ディナーが＄30、＄40、＄60のいず
れかで楽しめる。一部のレストランは 9/1まで開催。
詳細は https://www.nycgo.com/restaurant-week
■サマー・ノスタルジア・ライド＝ 8/11　NY交通
博物館は 1930年代のビンテージ車両でビーチへ向
かう恒例の「サマー・ノスタルジア・ライド」を運
行する。96丁目駅からロッカウエー・パークビー
チ 116丁目駅を走行する。料金：片道大人＄60、
子供（17歳以下）＄40
詳細は nytransitmuseum.org
■ US オ ー プ ン テ ニ ス ＝ 8/26 ～ 9/8　USTA 
Billie Jean King National Tennis Center（Flushing 
Meadow - Corona Park）テニスの世界４大国際大
会のひとつ。今年も選手らによる熱い戦いが繰り広
げられる。大会の１週間前（8/19～ 25）には無料
イベント「ファンウィーク」も開催。予選や出場選
手の練習の一般公開、子どもたちが楽しめるキッズ
デー、夜のブロックパーティーに参加でき、男女決
勝戦チケットが当たる抽選に応募できる。
詳細は https://www.usopen.org/

MUSIC
■ MIKAGE PROJECT World Tour:New Journey ＝

8/6  19:00  Joe’s Pub（425 Lafayette St）日本の伝
統的な民謡を現代的なテイストでユニークに融合さ
せた３人のミュージシャンによるコンサート。出演
は、佐藤公紀（尺八、竹笛）、浅野祥（津軽三味線、
ボーカル）、本間隆（二十五絃箏）。入場料：＄25（事
前購入）、＄30（当日）
詳細は https://publictheater.org　　　

THEATRE/DANCE 
■ 23回ニューヨーク・アジアン映画祭＝ 7/28ま
で　Walter Reade Theater (165 W 65th St）ほか 2
会場　今年は中国、韓国、日本、香港、台湾、タイ、
インドネシア、モンゴル、マレーシア、フィリピン、
ベトナムなどからの 90作品以上が上映される。入
場料：一般＄19、学生・シニア＄17。
詳細は https://www.nyaff .org/
■ブロードウエー・イン・ブライアントパーク＝
8/1　12:30（Bryant Park　Corner of 42nd St. & 6th 
Ave.）人気のブロードウエーショーの一部を観られ
る無料イベント。参加作品は、ジュリエット、素晴
らしい世界（A Wonderful World）、シックス（SIX 
The Musical）、アウトサイダーズ、ウィキッド。
詳細は https://t2conline.com/tag/broadway-in-bryant-park/
■ブライアントパーク・ムービーナイト＝ 8/12
までの毎週月曜　20:00　Bryant Park（Corner of 
42nd St. & 6th Ave.）ビルに囲まれた公園内の芝
生エリアでピクニックをしながら映画を楽しめる、
夏の人気無料イベント。会場は午後５時から入場
可。上映作品は、7/29「10日間で男を上手にフル
方法（How to Lose a Guy in 10 Days）」、8/5「メッ
セージ（Arrival）」、8/12「タイタニック」。
詳細は https://bryantpark.org/）
■映画「愛のコリーダ」＝ 7/29（月）21:15（英語
タイトル：IN THE REALM OF THE SENSES大島渚
監督、藤竜也、松田暎子主演（1976年）ノーカット版。
76年 NY映画祭に参加するも検閲でフィルムが没
収され上映中止になり、今回 48年ぶりに米国劇場
で初公開。　7 Ludlow St, New York, NY 10002
チケット $17　 Tel: (212) 660-0312
詳細は metrograph.com

　

数
々
の
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

で
受
賞
歴
の
あ
る
プ
ロ
コ
ス
プ

レ
イ
ヤ
ー
兼
Ｄ
Ｊ
の
コ
ノ
ミ
ア

キ
ラ
を
日
本
か
ら
迎
え
た
特

別
イ
ベ
ン
ト
が
、
27
日
（
土
）

午
後
３
時
30
分
か
ら
６
時
ま

で
、Foxy Fitness

（
７
番
街

３
５
５
番
地
３
０
６
号
）
で

開
催
さ
れ
る
。
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
コ
ノ
ミ
ア
キ
ラ
の
Ｄ
Ｊ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
、
モ
メ
ッ
ド

（MOMED

：
私
た
ち
の
生
活

の
中
で
蓄
積
さ
れ
た
感
情
を
解

放
し
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
）、
ア
ニ
ソ
ン
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
る
。
コ

ス
プ
レ
姿
で
の
参
加
歓
迎
。
未

成
年
は
保
護
者
が
同
伴
す
る
。

　

入
場
料
は
30
ド
ル
（
当
日

会
場
で
現
金
ま
た
はVenmo

に
て
支
払
う
）。
イ
ベ
ン
ト

の
詳
細
はMOMED North 

America Facebook

（https://
www.facebook.com/share/
JDnu8wXbDE3PTTTS/?mi
bextid=LQQJ4d

）
を
参
照
。

アニメコスプレ
コノミアキラ来米

　

一
夜
限
り
の
「
日
本
の
紙

フ
ィ
ル
ム
」
上
映
会
が
８
月

６
日
（
火
）
午
後
７
時
30
分

か
ら
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

ラ
イ
ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ー
（Light Industry 

：361 
Stagg Street, Suite 407

）

に
て
開
催
さ
れ
る
。「
紙
フ
ィ

ル
ム
」
は
セ
ル
ロ
イ
ド
の
代
わ

り
に
、
１
９
３
０
年
代
の
わ
ず

か
な
期
間
に
家
庭
用
娯
楽
フ
ィ

ル
ム
と
し
て
日
本
で
製
造
さ
れ

た
。
第
２
次
世
界
大
戦
を
挟

み
、
そ
の
紙
質
の
脆
さ
か
ら
85

年
以
上
に
渡
り
、
公
開
さ
れ
る

事
が
な
か
っ
た
貴
重
な
フ
ィ
ル

ム
だ
。
２
０
１
９
年
、
エ
リ
ッ

ク
・
フ
ァ
ー
デ
ン
氏
（
バ
ッ
ク

ネ
ル
大
学
教
授
、
映
画
・
メ
デ

ィ
ア
研
究
）
は
「
日
本
の
紙
フ

ィ
ル
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発

足
し
、
現
存
す
る
フ
ィ
ル
ム
の

保
存
に
尽
力
し
て
い
る
。
今
回

の
上
映
会
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
た
フ
ィ
ル
ム
の
幅
広
い
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
す
る
。
サ

イ
レ
ン
ト
作
品
、
サ
ウ
ン
ド
ト

ラ
ッ
ク
付
き
の
両
作
品
が
上
映

さ
れ
、
サ
イ
レ
ン
ト
作
品
で
は

琴
奏
者
の
木
村
伶
香
能
が
音
楽

を
担
当
す
る
。
入
場
料
は
10

ド
ル
以
上
の
任
意
寄
付
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト:https://

www.lightindustry.org/
paperfi lms

を
参
照
す
る
。

日
本
の
紙
フ
ィ
ル
ム
映
画

Ｎ
Ｙ
で
上
映
会
を
開
催

Ｅ
・
フ
ァ
ー
デ
ン
氏

木
村
伶
香
能

https://america-keitai.com/
https://goshikiprinting.com/
https://www.nycgo.com/restaurant-week
https://www.usopen.org/
https://publictheater.org%E3%80%80%E3%80%80%E3%80%80
https://www.nyaff
https://t2conline.com/tag/broadway-in-bryant-park/
https://bryantpark.org/
nytransitmuseum.org
metrograph.com
https://www.lightindustry.org/paperfilms
/share/JDnu8wXbDE3PTTTS/?mibextid=LQQJ4d
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大
島
渚
監
督
、
藤
竜
也
・
松

田
暎
子
主
演
の
日
仏
合
作
映
画

「
愛
の
コ
リ
ー
ダ
」（
１
９
７
６

年
作
品
）
の
ノ
ー
カ
ッ
ト
版
が

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
メ
ト
ロ
グ
ラ

フ
で
20
日
、
１
９
７
６
年
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
映
画
祭
試
写
会
で

上
映
さ
れ
て
以
来
48
年
ぶ
り
に

初
め
て
米
国
で
劇
場
公
開
さ
れ

た
。
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
の
映
画
祭
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ

ツ
の
生
涯
功
労
賞
受
賞
で
招
か

れ
来
米
中
の
藤
竜
也
さ
ん
が
劇

場
を
訪
れ
、
上
映
後
に
挨
拶
し

て
大
き
な
拍
手
を
受
け
た
。
質

疑
応
答
に
も
応
じ
、
観
客
た
ち

か
ら
「
50
年
ぶ
り
の
お
め
で
と

う
」
と
声
を
か
け
ら
れ
る
と
、

「
あ
り
が
と
う
。
大
感
激
で
す
」

と
笑
顔
で
応
え
て
い
た
。
質
疑

応
答
の
要
旨
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　

◇　

　

藤
「
大
島
さ
ん
の
事
務
所
で

初
め
て
台
本
を
読
ん
だ
時
、
次

か
ら
次
へ
と
ベ
ッ
ド
シ
ー
ン
が

あ
り
ま
し
て
、
大
島
渚
は
狂
っ

た
の
か
と
思
い
ま
し
た
ね
。
い

っ
た
い
何
な
ん
だ
と
思
い
、
で

も
何
か
を
感
じ
ま
し
て
、
も
う

１
回
、
も
う
１
回
、
３
回
読
ん

だ
ん
で
す
ね
。
そ
し
た
ら
、
ベ

ッ
ド
シ
ー
ン
の
向
こ
う
に
も
の

す
ご
く
美
し
い
、
ピ
ュ
ア
な
命

を
か
け
た
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
が

見
え
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
私

は
そ
れ
ま
で
ベ
ッ
ド
シ
ー
ン
は

や
っ
た
こ
と
な
か
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
こ
れ
が
怖
く
て
、
も
し

私
が
降
り
た
ら
一
生
、
断
っ
た

こ
と
が
私
の
心
の
傷
に
な
っ

て
、
私
は
表
現
者
と
し
て
だ
め

に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
引
き
受
け
ま
し
た
。
私
が
映

画
俳
優
に
な
っ
た
の
は
東
京
の

銀
座
で
恋
人
と
喫
茶
店
で
待
ち

合
わ
せ
を
し
て
い
た
時
に
、
相

手
が
15
分
遅
れ
て
来
た
ん
で

す
。
そ
の
間
に
、
日
活
の
ス

カ
ウ
ト
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
、

「
あ
ん
た
学
生
さ
ん
な
ら
映
画

俳
優
に
な
ら
な
い
？
お
金
に
な

る
よ
」
と
誘
わ
れ
た
の
が
映
画

の
世
界
に
入
る
き
っ
か
け
で
し

た
。
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
エ
キ
ス
ト
ラ
ば
か
り

で
お
金
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
あ
る
日
、
鈴
木
清
順
監
督

を
訪
ね
、
自
分
を
使
っ
て
く
れ

な
い
か
と
頼
み
に
行
っ
た
ん
で

す
。
そ
し
た
ら
、「
使
っ
て
あ

げ
た
い
の
は
や
ま
や
ま
な
ん
だ

け
ど
君
は
私
に
使
わ
せ
た
い
と

思
う
何
か
が
な
い
ん
だ
よ
」
っ

て
言
わ
れ
ま
し
た
。
使
っ
て
も

ら
え
る
何
か
っ
て
な
ん
だ
と
思

い
な
が
ら
一
生
懸
命
ギ
ャ
ン
グ

の
役
を
や
り
ま
し
た
ね
。
あ
の

日
活
ス
タ
ジ
オ
に
い
た
10
年
と

い
う
の
は
、
私
に
と
っ
て
エ
チ

ュ
ー
ド
、
私
の
ベ
ー
ス
に
な
っ

て
ま
す
。「
エ
デ
ン
の
東
」
と

か
ア
メ
リ
カ
の
映
画
に
あ
こ
が

れ
て
ま
し
た
ね
あ
の
頃
は
。
撮

影
の
時
、
大
島
監
督
と
は
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
嫌
い
で
す
。
演
技
は
大
事

な
も
の
を
言
葉
に
し
て
し
ま
う

と
本
質
的
な
も
の
を
失
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な

も
の
は
言
葉
で
は
表
現
で
き
な

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
撮
影

中
は
、
松
田
暎
子
と
の
ラ
ブ
ス

ト
ー
リ
ー
を
完
結
す
る
こ
と
だ

け
し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
か

ら
、
あ
ま
り
ほ
か
の
こ
と
は
考

え
て
は
い
ま
せ
ん
。
肉
体
は
滅

び
て
も
精
神
性
だ
け
は
生
き
て

い
る
、
そ
う
い
う
も
の
を
表
現

で
き
た
ら
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
私
は
絶
食
を
し
ま
し
て
、

肉
体
を
ど
ん
ど
ん
細
く
し
て
い

き
ま
し
た
。
２
週
間
で
10
キ
ロ

く
ら
い
痩
せ
た
と
思
い
ま
す
。

京
都
に
あ
る
大
映
の
ス
タ
ジ
オ

を
借
り
て
撮
影
し
た
ん
で
す
け

ど
、
当
時
す
で
に
日
本
全
国
で

私
た
ち
の
こ
と
は
有
名
に
な
っ

て
い
て
、
映
画
の
中
で
実
際
に

性
行
為
を
す
る
犯
罪
者
み
た
い

な
こ
と
を
す
る
と
、
撮
影
所
で

も
ま
る
で
事
故
に
あ
っ
て
道
に

横
た
わ
っ
て
い
る
人
を
見
る
よ

う
な
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
死

人
を
見
る
よ
う
な
目
で
見
ら
れ

た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
で
も

俳
優
と
し
て
終
わ
っ
て
し
ま
っ

て
も
全
く
構
わ
な
い
と
思
い
ま

し
た
。（
雑
念
か
ら
逃
れ
る
た

め
に
）
10
年
く
ら
い
ス
カ
ッ
シ

ュ
に
没
頭
し
て
ま
し
た
ね
。
そ

の
後
２
年
間
仕
事
は
な
か
っ
た

で
す
が
、
２
年
後
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か

ら
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
の
主
役
の

話
が
来
て
、 

私
は
社
会
復
帰
が

で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。
映
画

の
中
の
歌
は
、
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
は
１
９
４
１
年
生
ま

れ
で
、
こ
の
映
画
は
１
９
３
５

年
く
ら
い
の
話
な
の
で
、
練
習

と
か
し
ま
し
た
ね
、
三
味
線
と

か
も
。
微
妙
な
ベ
ッ
ド
シ
ー
ン

の
撮
影
中
は
、
絶
対
他
の
人
が

ス
タ
ジ
オ
に
入
れ
な
い
よ
う
に

し
て
ま
し
た
。
ス
タ
ジ
オ
を
真

っ
暗
に
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
も
全

部
ス
タ
ジ
オ
か
ら
出
て
、
監
督

と
私
た
ち
２
人
の
３
人
だ
け
に

な
っ
て
、
真
っ
暗
闇
の
中
で
、

大
島
監
督
が
カ
メ
ラ
と
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
の
ス
イ
ッ
チ
を
持
っ

て
、
用
意
が
整
っ
た
ら
大
島
さ

ん
が
、
闇
の
中
か
ら
「
ど
う
で

す
か
お
二
人
、
始
め
て
も
よ
ろ

し
い
で
す
か
」
と
聞
い
て
、
私

た
ち
が
「
は
い
お
願
い
し
ま

す
」
と
言
う
と
監
督
が
ボ
タ
ン

を
カ
チ
ッ
っ
と
押
し
ま
し
て
、

ス
タ
ジ
オ
が
パ
ー
っ
と
明
る
く

な
っ
て
、
カ
メ
ラ
が
回
り
始
め

ま
し
た
ね
。
そ
う
い
う
撮
影
も

し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
全
部

が
全
部
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
。

１
９
７
６
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

映
画
祭
に
こ
の
作
品
が
上
映
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
来
た
の
で

す
が
セ
ン
サ
ー
シ
ッ
プ
の
問
題

で
上
映
さ
れ
ず
、
大
変
残
念
な

思
い
を
し
た
の
で
す
。
今
回
は

そ
の
時
以
来
ほ
ぼ
50
年
ぶ
り
２

度
目
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
や

っ
と
観
客
の
み
な
さ
ん
と
こ
う

や
っ
て
向
か
い
合
っ
て
、
あ
り

が
と
う
と
言
え
る
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
嬉
し
い
で
す
」。

　
（
１
面
と
２
面
に
関
連
記
事
、

上
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
19
面
に
）

　
「
愛
の
コ
リ
ー
ダ
」
の
大
島

監
督
に
つ
い
て
元
東
宝
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表
取
締
役
で

演
劇
評
論
家
の
大
平
和
登
氏

（
故
人
）
＝
写
真
＝
が
次
の
よ

う
に
回
想
し
て
い
る
。「
大
平

さ
ん
、
ど
う
し
た
ら
世
界
に
通

用
す
る
映
画
を
創
る
こ
と
が
で

き
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
日
本
映

画
に
欠
け
て
い
る
も
の
は
、
い

っ
た
い
何
な
ん
で
し
ょ
う
か
」。

完
成
し
て
間
も
な
い
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ

ィ
ー
一
階
ロ
ビ
ー
で
、
痩
せ
ぎ

す
の
そ
の
男
は
、
大
平
に
懇
願

す
る
よ
う
な
目
を
丸
眼
鏡
か
ら

の
ぞ
か
せ
て
尋
ね
た
。「
そ
り

ゃ
あ
、
作
品
が
提
起
す
る
問
題

の
普
遍
性
、
万
人
に
通
じ
る
問

題
の
打
ち
出
し
方
で
し
ょ
う
」。

完
結
に
答
え
た
大
平
の
前
で
、

眼
鏡
の
男
は
唸
っ
て
し
ば
ら
く

黙
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

眼
鏡
の
男
と
会
っ
て
４
年
の

歳
月
が
流
れ
た
76
年
10
月
１

日
。そ
の
男
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
紙
の
ト
ッ
プ
記
事
を

飾
っ
た
。
大
島
渚
で
あ
る
。
彼

が
監
督
し
た
話
題
作
「
愛
の
コ

リ
ー
ダ
」
が
ア
メ
リ
カ
に
上
陸

し
た
の
だ
。
フ
ィ
ル
ム
が
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
税
関
で
没
収
さ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
情
報

と
と
も
に
、
作
品
は
ジ
ョ
ン
・

Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港
を
避

け
、
パ
リ
か
ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

経
由
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
届
い

た
。
大
島
、
大
島
の
弁
護
士
、

大
平
の
３
人
が
空
港
か
ら
誰
の

手
に
も
触
れ
さ
せ
ま
い
と
、
プ

リ
ン
ト
を
取
り
囲
む
よ
う
に
試

写
室
に
入
っ
た
。
プ
レ
ス
試
写

会
が
無
事
に
終
了
し
た
直
後
、

試
写
室
に
踏
み
込
ん
だ
税
官
吏

が
プ
リ
ン
ト
を
押
収
し
た
。
こ

の
事
件
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ

イ
ム
ズ
紙
を
含
め
、
翌
日
の
地

元
紙
が
揃
っ
て
１
面
で
扱
っ

た
。
公
開
予
定
日
当
日
は
、
急

遽
上
演
作
品
を
同
監
督
の
「
儀

式
」
に
差
し
替
え
た
が
、
そ
の

晩
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
新
聞

記
事
を
見
て
駆
け
つ
け
た
映
画

人
や
芸
能
人
で
ご
っ
た
返
し

た
。「
何
で
も
応
援
す
る
ぞ
、

大
島
」
と
群
衆
の
中
か
ら
叫
ん

だ
の
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ニ
コ
ル
ソ

ン
。
自
ら
は
絶
対
に
握
手
を
求

め
な
い
こ
と
で
知
ら
れ
た
ア
ン

デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
が
、
進
ん

で
大
島
に
握
手
を
求
め
た
。
大

平
は
「
そ
の
晩
、
国
際
映
画
人

の
仲
間
入
り
を
し
た
大
島
監
督

の
姿
を
見
た
思
い
が
し
た
」
と

い
う
。（
１
９
９
２
年
４
月
読

売
ア
メ
リ
カ
紙
に
掲
載
。
94
年

読
売
新
聞
社
刊
『
ど
っ
こ
い
生

き
て
る
日
本
人
』
収
録
か
ら
抜

粋
。
文
と
写
真
・
三
浦
良
一
）

４８年目のありがとう
「
愛
の
コ
リ
ー
ダ
」
米
国
初
の
劇
場
公
開

主
演
の
藤
さ
ん
「
大
感
激
」

大
島
渚
が
国
際
映
画
人
と
な
っ
た
日

観客から祝福されて笑顔の藤竜也さん（20日午後２時、写真・三浦良一）
▲
映
画
の
宣
伝
用
ポ
ス
タ
ー

https://neuroacuny.com/
http://www.ishitaniclinic.com/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/vote.html



